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二
〇
〇
八
年
十
二
月
六
日
（
土
）
、
西
脇
市
立
音
楽
ホ
ー
ル< 

ア
ピ
カ
ホ
ー
ル >

に
て
「
第
７
回
加
杉
野
少
年
少
女
主

張
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
加
杉
野
地
域
（
西
脇
市
・
多
可
町
）
に
住
む
少
年
少
女
が
、
社
会

や
地
域
、
人
に
感
心
を
持
ち
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
中
で
、
自

ら
の
個
性
を
発
揮
し
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け
る
こ
と
を
願
い
、
（
社
）
西
脇
青
年
会
議
所
が

平
成
十
三
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
も
加
杉
野
地
域
に
あ
る

中
学
校
７
校
か
ら
２
名
ず
つ
、

計
１
４
名
の
生
徒
に
出
場
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
（

弁
論
）
を
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

最
優
秀
賞
…
松
本
玲
美
さ
ん
（

八
千
代
中
学
校
三
年
生
）｢

シ

ャ
ボ
ン
玉｣

優
秀
賞
…
藤
原
朋

代
さ
ん
（
西
脇
南
中
学
校
三
年

生
）
「
世
界
の
人
々
」
優
秀
賞

…
橋
尾
学
く
ん
（
八
千
代
中
学

校
一
年
生
）｢

ぼ
く
の
い
と
こ｣

審
査
員
特
別
賞
…
吉
川
大
悟
朗

く
ん
（
加
美
中
学
校
三
年
生
）

｢

津
軽
三
味
線
が
紡
ぐ
モ
ノ｣

理

事
長
特
別
賞
…
藤
岡
啓
志
郎
く

ん
（
中
町
中
学
校
三
年
生
）｢

農
作
業
を
し
て
思
っ
た
こ
と｣

　
神
戸
新
聞
社
賞
　
足
立
志
保

さ
ん
（
加
美
中
学
校
二
年
生
）

｢

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
酒｣

審
査
が
あ
ま
り
に
も
難
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
審
査
委
員
で
あ

る
神
戸
新
聞
社
北
播
総
局
の
増

田
総
局
長
の
ご
好
意
に
よ
り
、

「
神
戸
新
聞
社
賞
」
が
急
遽
創

設
さ
れ
た
り
、
加
美
中
学
校
の

吉
川
君
の
発
表
内
容
に
あ
っ
た

津
軽
三
味
線
を
ど
う
し
て
も
聴

い
て
み
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
か
ら
、
舞
台
で
数
曲
演
奏
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
一
幕
も
あ

り
ま
し
た
。

審
査
時
間
中
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
西
脇
市
内
の
小
学

生
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
グ
ル
ー

プ
、
リ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
（

代
表
　
熊
原
幹
恵
さ
ん
）
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
澄

ん
だ
音
色
と
一
生
懸
命
に
演
奏

す
る
姿
が
来
場
者
の
心
に
響
き

ま
し
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
多
可
町
教
育
委
員
会
の
小

林
教
育
長
は
、
大
会
最
後
の
講

評
で ｢

ど
の
主
張
も
素
晴
ら
し

く
審
査
が
難
し
か
っ
た
。
ま
ず

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
激
戦

を
勝
ち
抜
い
て
こ
こ
に
出
場
さ

れ
た
こ
と
だ
け
で
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ー

マ
が
広
範
囲
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
体

験
に
学
ん
だ
濃
い
内
容
の
も
の

で
し
た
。
社
会
に
出
た
時
、
一

番
大
切
な
こ
と
は
『
ハ
ー
ト
（

心
）
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る

こ
と
』
だ
と
思
い
ま
す
。
し
っ

か
り
と
自
分
を
も
っ
て
堂
々
た

る
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
今
日
子
ど
も
達
の
主
張

を
聞
い
た
会
場
の
皆
さ
ん
は
、

各
家
庭
や
職
場
で
聞
い
た
こ
と

、
感
じ
た
こ
と
を
周
り
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い｣

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
総
務
広
報
委
＝
岡
本
一
馬
）

一
月
十
四
日
、
西
脇
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
二
〇
〇
九

年
度
（
社
）
西
脇
青
年
会
議
所

一
月
度
例
会
（
新
年
例
会
・
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
総
会
・
合
同
懇
親

会
）
が
現
役
メ
ン
バ
ー
２
１
人

、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
３

４
人
、
仮
入
会
員
２
名
、
計
５

７
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度
吉
田
理
事
長
の

開
会
の
ゴ
ン
グ
や
挨
拶
に
始
ま

り
、
朝
井
二
〇
〇
八
年
度
総
務

広
報
委
員
長
の
司
会
進
行
の
も

と
、
通
常
セ
レ
モ
ニ
ー
も
順
調

に
進
み
、
い
よ
い
よ
吉
田
二
〇

〇
八
年
度
理
事
長
か
ら
二
〇
〇

九
年
度
西
村
理
事
長
へ
バ
ッ
チ

の
交
換
、
満
を
持
し
て
の
（
社

）
西
脇
青
年
会
議
所
二
〇
〇
九

年
度
西
村
丸
の
船
出
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
前
田
二
〇
〇
九
年

度
新
総
務
広
報
委
員
長
に
司
会

進
行
も
引
き
継
が
れ
、
西
村
理

事
長
の
初
挨
拶
で
は
二
〇
〇
九

年
度
新
理
事
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
年
度
に

か
け
る
想
い
や
意
気
込
み
を
会

場
全
員
に
自
ら
の
言
葉
で
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇

〇
八
年
度
卒
業
さ
れ
た
先
輩
方

や
二
〇
〇
八
年
度
理
事
メ
ン
バ

ー
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
等
も
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
総
会
終
了
後
の

合
同
懇
親
会
は
、
生
田
悟
先
輩

の
乾
杯
で
始
め
ら
れ
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
二
〇
〇
八

年
度
西
脇
青
年
会
議
所
の
活
動

の
紹
介
も
あ
り
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
西
脇
青
年
会
議

所
へ
の
想
い
や
新
年
度
の
抱
負

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
で
盛
り
上

が
り
、
２
名
の
仮
入
会
員
の
紹

介
も
あ
る
な
ど
、
有
意
義
か
つ

有
益
な
懇
親
の
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
の
高
木
俊
博
先
輩
の
締
め

の
挨
拶
の
後
、
現
役
メ
ン
バ
ー

と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
全

員
で
肩
を
組
み
、
一
つ
の
輪
に

な
り
会
場
が
一
体
と
な
る
中
「

若
い
我
ら
」
を
熱
唱
し
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
会
場
を

移
動
し
て
の
二
次
会
に
も
多
数

の
参
加
も
あ
る
な
ど
、
新
春
を

迎
え
二
〇
〇
九
年
度
（
社
）
西

脇
青
年
会
議
所
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い

１
月
度
例
会
に
相
成
り
ま
し
た

。（
総
務
広
報
委
＝
北
藤
良
介
）

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
八
千
代
中

学
校
三
年
の
松
本
玲
美
さ
ん

バ
ッ
ヂ
の
交
換
の
あ
と
、
堅
い
握

手
を
交
わ
す
新
旧
理
事
長

「
２
３
」
―
―
―

こ
れ
が
何
を
表
す
数
字
か
お
判

り
に
な
る
読
者
は
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
数
字
の
単
位
は
「
人
」
。

現
在
現
役
会
員
と
し
て
、
現
在

社
団
法
人
西
脇
青
年
会
議
所
に

所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
の
人
数
で

す
。
（
一
月
一
日
、
二
〇
〇
九

年
度
ス
タ
ー
ト
時
）

近
年
続
い
て
い
た
メ
ン
バ
ー
数

の
減
少
は
、
昨
今
さ
ら
に
拍
車

が
か
か
り
、
つ
い
に
現
役
会
員

数
２
３
名
と
い
う
過
去
最
悪
の

危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す

。
こ
う
し
た
流
れ
は
全
国
的
な

も
の
で
も
あ
り
、
多
く
の
Ｌ
Ｏ

Ｍ
が
近
隣
Ｌ
Ｏ
Ｍ
と
の
合
併
や

解
散
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
状

況
で
あ
る
と
聞
き
及
び
ま
す
。

少
々
荒
っ
ぽ
い
仮
定
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
入
会
者
が

全
く
獲
得
で
き
な
い
と
仮
定
し

て
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み

る
と
、
卒
業
に
よ
る
メ
ン
バ
ー

数
の
自
然
現
象
に
よ
り
二
〇
一

〇
年
度
に
は
２
０
人
、
二
〇
一

一
年
度
に
は
１
８
人
、
二
〇
一

二
年
度
に
は
１
３
人
と
、
わ
ず

か
３
年
後
に
は
現
在
の
約
半
数

に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
計
算
。
こ
れ
で
は
「

明
る
い
豊
か
な
社
会
」
の
実
現

へ
向
け
て
の
活
動
も
あ
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
脇
Ｊ
Ｃ
に
お
い
て
も
こ
れ
ま

で
メ
ン
バ
ー
一
同
必
死
に
会
員

拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
思
う
よ
う
に
成
果
が
上
が

ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
断
ち
切
る
べ

く
、
日
本
青
年
会
議
所
で
は
本

年
度
「
全
国
３
０
％
拡
大
！
４

５
，
０
０
０
人
必
達
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
題
し
、
全
国
的
な
会

員
拡
大
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
や
は
り
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と

し
た
危
機
感
と
目
標
意
識
を
持

っ
て
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
の

積
み
重
ね
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

西
脇
Ｊ
Ｃ
の
消
滅
の
危
機
に
際

し
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

の
諸
兄
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ

の
数
字
を
頭
に
と
ど
め
て
頂
き

、
ご
子
息
や
知
人
へ
入
会
を
勧

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
わ
！

僕
の
名
前
は
か
す
ぎ
の
ん
。

昨
年
西
脇
Ｊ
Ｃ
か
ら
誕
生
し
た

ば
か
り
の
加
杉
野
地
域
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
さ
♪

「
黒
田
庄
牛
」
の
カ
ラ
ダ
と

「
日
本
の
へ
そ
」
を
あ
ら
わ
す
で
べ
そ
。

「
播
州
織
」
の
チ
ェ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
を  

　
羽
織
っ
て
手
に
は
「
山
田
錦
」
！

　
ど
う
で
す
？

　
完
ぺ
き
な
ス
タ
イ
ル
で
し
ょ
？

地
域
の
人
気
者
に
な
り
た
い
な
と
思

っ
て
は
い
る
ん
だ
け
ど
、
正
直
ま
だ

ま
ち
の
ひ
と
た
ち
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
ん
だ
よ
ね
・
・
・
　

そ
こ
で
、
い
ま
大
人
気
の
あ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
あ
や
か
っ
て

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
！

そ
れ
牛
じ
ゃ
ね
ー
し
。

かすぎのんが行く！
～ああ自己矛盾の巻～

そ
の
後
も
セ
レ
モ
ニ
ー
は
順
調

に
進
行
し
、
岡
本
政
和
委
員
長

よ
り
一
名
の
仮
入
会
者
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年

度
初
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム
で
は
、
内
橋

会
員
指
導
力
開
発
副
委
員
長
に

司
会
進
行
が
代
わ
り
、
昨
年
と

は
大
き
く
違
う
指
名
方
法
に
会

場
中
が
一
瞬
ど
よ
め
き
ま
し
た

が
、
西
村
理
事
長
の
抽
選
に
て

、
二
〇
〇
九
年
度
初
Ｌ
Ｄ
タ
イ

ム
の
発
表
者
第
一
号
と
し
て
、

吉
田
加
杉
野
副
委
員
長
が
指
名

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
凛
と
張

り
詰
め
た
空
気
の
中
、
非
常
に

落
ち
着
い
た
面
持
ち
で
い
き
な

り
の
指
名
に
も
動
じ
ず
、
見
事

に
「
Ｊ
Ｃ
に
入
会
し
て
学
ん
だ

事
・
良
か
っ
た
事
」
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

、
続
い
て
指
名
さ
れ
た
藤
井
事

務
局
長
は
、
さ
す
が
に
こ
こ
数

年
の
理
事
職
を
歴
任
し
て
こ
ら

れ
た
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
さ

れ
る
見
事
な
ス
ピ
ー
チ
を
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム

の
講
評
と
し
て
、
各
メ
ン
バ
ー

が
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
講
評
を

記
入
す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
今

後
の
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム
や
発
表
者
へ

参
考
と
な
る
形
式
が
と
ら
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
通
常
総
会
に
移
行
し
、

西
村
理
事
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
吉
田
二
〇
〇
八
年
度
理
事

長
か
ら
第
一
号
議
案
で
あ
る
二

〇
〇
八
年
度
（
社
）
西
脇
青
年

会
議
所
事
業
報
告
が
な
さ
れ
、

改
め
て
二
〇
〇
八
年
度
の
活
動

に
対
す
る
メ
ン
バ
ー
へ
の
労
わ

り
や
感
謝
の
念
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
小
林
二
〇
〇

八
年
度
専
務
理
事
や
他
の
理
事

メ
ン
バ
ー
か
ら
よ
り
具
体
的
な

事
業
報
告
や
感
想
、
ま
た
収
支

決
算
書
や
監
査
報
告
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
非

常
に
充
実
し
た
収
穫
の
大
き
な

一
年
で
あ
っ
た
事
を
物
語
る
事

業
報
告
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
基
金
取
り
崩
し

の
件
で
あ
る
第
二
号
議
案
も
予

定
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
す

る
活
発
な
質
疑
応
答
の
末
、
第

一
号
議
案
と
同
様
に
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
村
上
監

事
よ
り
講
評
が
あ
り
、
二
〇
〇

九
年
度
二
月
度
例
会
（
通
常
総

会
）
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
西
村
丸
が
本
格
的
に

動
き
出
し
ま
す
。

（
総
務
広
報
委
＝
北
藤
良
介
）

突
然
の
指
名
に
も
動
じ
る
こ
と
な

く
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
吉
田
卓
也
君

（
右
）
と
藤
井
英
理
君
（
左
）

二
月
十
二
日
西
脇
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
二
階
に
お
い
て
、
二
〇

〇
九
年
度
（
社
）
西
脇
青
年
会

議
所
二
月
度
例
会
（
通
常
総
会

）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
田
総
務
広
報
委
員
長
に
よ
る

西
脇
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行

わ
れ
る
例
会
初
司
会
の
中
、
開

会
の
ゴ
ン
グ
に
続
き
、
西
脇
青

少
年
育
成
委
員
長
に
よ
る
Ｊ
Ｃ

Ｉ
ク
リ
ー
ド
唱
和
、
岡
本
会
員

指
導
力
開
発
委
員
長
に
よ
る
Ｊ

Ｃ
宣
言
朗
読
並
び
に
綱
領
唱
和

。
そ
し
て
西
村
理
事
長
か
ら
本

年
度
二
回
目
と
な
る
理
事
長
挨

拶
が
あ
り
、
改
め
て
メ
ン
バ
ー

へ
今
年
度
に
か
け
る
熱
い
思
い

や
方
向
性
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

吉田光一郎直前理事長をはじめとする2008年度理
事メンバーから、事業報告と1年間を終えての感想
が語られました。1年間本当にお疲れ様でした。
（写真：事業報告を行う吉田直前理事長）

京

都

物

見

遊

山

一
月
二
十
三
日
、
吉
田
卓
也
君
に
待
望

　
の
第
２
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
吉
田
航
（
よ
し
だ
こ
う
）
君

　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
誕
生

　
　
　
　
　
　
出
生
時
の
身
長

　
　
　
　
　
　 

４
７
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
出
生
時
の
体
重

　
　
　
　
　
　
　 

２
８
５
４
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　 

今
年
度
は
廣
中
幸
司

　
　
　
　
　
　
　 

委
員
長
率
い
る
加
杉

　
　
　
　
　
　
　 

野
委
員
会
に
所
属
し  

　
　
　
　
　
　
　 

副
委
員
長
と
し
て
忙    

　
　
　
　
　
　
　
し
い
日
々
を
送
る
吉

　
　
　
　
　
　 

田
君
。

　
　
　
　
　
　
か
わ
い
い
息
子
さ
ん
の

　
　
　
　
　
顔
を
見
た
く
て
仕
方
な
い

　
　
　
　
の
に
、
帰
り
が
遅
く
な
る
日

　
　
　
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
喜
び
パ
ワ
ー
で
さ
ら
に
廣
中
委

員
長
を
盛
り
立
て
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
会
議
に
行
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
と
Ｌ
Ｏ
Ｍ
ナ
イ
ト
だ
け
っ
て

も
っ
た
い
な
い
！
せ
っ
か
く
京
都
に
来
て
る
ん
だ
か
ら
セ
ミ

ナ
ー
の
後
は
京
都
観
光
で
し
ょ
ー
！
　
っ
て
こ
と
で
、
今
回

は
京
都
の
名
所
を
ち
ょ
っ
と
観
光
し
て
き
ま
し
た
～

銀
閣
寺

最
初
に
行
っ
た
の
が
銀
閣
寺
。
京
都

国
際
会
館
か
ら
も
近
い
の
で
す
が
修

復
工
事
中
な
の
が
残
念
で
し
た(

悲)

砂
で
模
様
が
付
け
て
あ
る
庭
園
が
あ

っ
た
り
苔
が
綺
麗
な
庭
園
が
あ
り
ま

す
。
ホ
ン
ト
の
名
前
は
慈
照
寺
っ
て

言
う
ん
で
す
よ
～
。

平
安
神
宮
前

應
天
門
で
写
真
を
撮
っ
た
だ
け
～
　

次
行
く
時
は
中
に
入
り
た
い
な
～

美加杉野クリーンアッププロジェクト

■実施日時
　2009年1月18日（日）
　AM7：00　～　AM8：00

■清掃場所
　西脇市総合市民センタ
　ー～西脇市役所周辺

■参加人数
　１８名　

■多かったゴミＢＥＳＴ３
　1位　タバコの吸殻
　2位　空き缶
　3位　ビニール

■意外なゴミ
　・長靴
　・ジャージ
　・サラダ油の空ボトル

■実施日時
　2009年2月15日（日）
　AM7：00　～　AM8：00

■清掃場所
　ベルディーホール周辺
　道路（多可町中区）

■参加人数
　１９名　

１月１８日（日）、私たちの住む加杉野地域（西脇市・多可町）を
自分たちの手で美しくしようという想いで計画された通年事業、「
美加杉野クリーンアッププロジェクト」の第１回目の清掃作業が実
施されました。
清掃場所は西脇市総合市民センターから西脇市役所庁舎の近辺。ゴ
ミを拾いながら、例年「へその西脇織物まつり」の舞台となり、昨
年の「加杉野ホビーフェスティバル」、一昨年の「加杉野親子ふれ
あい王国」でもお世話になった西脇市総合市民センターや、西脇市
役所庁舎、西脇警察署などの周辺をウォーキング。普段は車で移動
することが多く、ゆっくりと眺める機会のない加杉野の風景にあら
ためて気付くことができたように思います。
朝早いこともあり眠い目をこすりながら集まったメンバー達でした
が、清掃作業をはじめてみると想像していたより多くのゴミがある
ことにビックリ。ゴミを集めるのに夢中になっていたようでした。
集まったゴミの中でも、特に多かったのがタバコの吸殻と空き缶で
した。普段子供たちの通学路になっている道に、こうした大人の出
すゴミが多く捨てられていることは本当に残念なことです。
第１回目の「美加杉野クリーンアッププロジェクト」は、参加した
メンバー達が自分たちの行動への責任と自覚、そしてこれから一年
間行う清掃作業への決意をより強くする機会となったのではないで
しょうか。（総務広報委＝岡本一馬）

２月１５日（日）、「美加杉野クリーンアッププロジェクト」の第
2回目の清掃作業が実施されました。清掃場所は、多可町中区のベ
ルディーホール周辺及び周辺道路。そして、ぽっぽの道を曽我井方
面へ清掃しました。
普段よく車で通る道なので、清掃場所がここに決まってから、車か
ら気にして見ていたの ですが、ゴミが見当たらなく、きれいなの
に清掃する必要があるのかな、と思っていました。ところが、拾い
始めると、案外落ちているものです。前回も同じ事を思いましたが
、 やはり、一番多かったのはタバコの吸殻でした。ゴミ袋に入れ
てもかさは高くないのですが、本数でいうとかなりの本数があった
と思います。タバコの吸殻は車からでは目立ちにくく、道のど真ん
中に落ちていることも多かったです。 とにかく車からでは分から
ないところにゴミはあります。道路脇の溝の中や、植樹帯の植樹の
中、田んぼの畦付近など、歩いてみないとわかりません。
今回清掃して一つ気づいたことがありました。ゴミは分かりにくい
ところに落ちている、いや分からないように捨てているのだと。植
樹に空き缶を突っ込んでいたり、深い溝の中に捨てたり、タバコの
吸殻なんかは目立たないから平気でポイ捨てするのだと思います。 
自分もポイ捨てをしたことが今までにあります。やはり後ろめたい
気持ちがあるので、人に見られないように、目に付かないように捨
てていたと思います。
『クリーンキャンペーン』、こんなことはする必要はないのです。
ポイ捨てさえしなければ。 この活動が地域の方々に浸透し、そし
て、いつか清掃活動などしなくても美しい加杉野地域、｢美加杉野｣
になるように、少しでも近づけるようにこれからも活動に参加した
いと思います。（加杉野委＝吉田卓也）

■ゴミ収集量

燃えるゴミ　　70㍑ゴミ袋×３

燃えないゴミ　70㍑ゴミ袋×１

総量　20ｋｇ

■多かったゴミＢＥＳＴ３
　1位　タバコの吸殻
　2位　ガムの包み紙
　3位　空き缶

■意外なゴミ
　・瀬戸物
　・電線のビニール

■ゴミ収集量

燃えるゴミ　　70㍑ゴミ袋×３

燃えないゴミ　70㍑ゴミ袋×１

総量　20ｋｇ今後の清掃スケジュール（予定）

 3月15日（日）　多可町加美区青年の家～中学校周辺
 4月19日（日）　みどり園周辺峠
 5月17日（日）　杉原川（西脇、高瀬スポーツ周辺の堤防）

 6月21日（日）　杉原川（中町南小学校周辺の堤防）

 7月 5日（日）　野間川（八千代中学校周辺）

 8月23日（日）　松か井の水周辺峠
 9月13日（日）　アピカ周辺道路～市原町（例会）
10月25日（日）　産坂峠
11月15日（日）　石原坂峠
12月 6日（日）　へそ公園周辺

＜時間＞　AM7：00～AM8:00　※9月13日はAM9:10～AM11：30

「美加杉野クリーンアッププロジェクト」では、一般の方のご

参加をお待ちしています。お子様からご年配の方まで、楽し

くウォーキングをしながらできるゴミ拾いです。

参加するには軍手を持って集合するだけでOK！

さあ、私たち（社）西脇青年会議所メンバーと加杉野（西脇市

・多可町）を美しくしましょう！

詳しくは美加杉野クリーンアッププロジェクト特設ホームページ↓

http://www.nishiwaki-jc.or.jp/cleanup/cleanup-top.html

１月 ２月

知
恩
院

知
恩
院
は
浄
土
宗
の
総
本
山
。
こ
の

日
も
お
寺
で
は
大
勢
の
お
坊
さ
ん
が

お
経
を
唱
え
て
ま
し
た
。
表
門
の
巨

大
さ
に
西
村
理
事
長
も
大
満
足
。

中
に
入
る
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
並
み
に
高

い
石
階
段
が
・
・
・
こ
れ
が
キ
ツ
イ

ん
だ
な
～
　
し
か
し
階
段
を
上
が
る

と
大
き
な
本
堂
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
よ
。
す
げ
～
　
中
に
は
ち
ょ
っ
と

し
た
土
産
物
屋
が
あ
り
ま
す
。
数
珠

を
買
う
な
ら
こ
こ
が
い
い
で
す
よ
。

伏
見
稲
荷
大
社

全
国
の
稲
荷
神
社
の
総
本
宮
で
す
。

伏
見
稲
荷
と
い
え
ば
千
本
鳥
居
で
す

ね
。
商
売
繁
盛
の
神
様
で
も
あ
る
の

で
、
沢
山
の
企
業
が
鳥
居
を
奉
納
し

て
ま
す
。

西
脇
の
企
業
の
鳥
居
も
あ
り
ま
し
た

。
某
西
脇
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
会
社
の

鳥
居
も
あ
る
と
か
・
・
・

寺
尾
「
何
処
ま
で
あ
ん
の
～
も
う
し

ん
ど
い
わ
～
」

八
坂
神
社

祇
園
で
買
い
物
し
た
つ
い
で
に
歩
い

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
構
歩
い
て

ク
タ
ク
タ
で
っ
せ
。
意
外
と
八
坂
神

社
っ
て
特
に
何
も
無
い
ん
だ
ね
～

清
水
寺

こ
こ
が
毎
年
お
坊
さ
ん
が
漢
字
一
文

字
書
い
て
る
所
か
な
？
　
舞
台
や
音

羽
の
滝
、
三
重
塔
な
ど
見
所
満
載
で

す
。
お
土
産
も
清
水
寺
で
買
う
と
い

い
で
す
よ
。

今
回
、
京
都
の
名
所
を
数
箇
所
巡
っ

て
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
い
ろ
い
ろ
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
京
都
は
日
本
で
一
番

の
観
光
都
市
な
の
で
、
観
光
す
る
こ

と
も
い
い
勉
強
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
総
務
広
報
委
＝
藤
井
篤
史
）

本
年
度
、
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
発
行
さ
せ
て
頂
く

総
務
広
報
委
員
長
の
前
田
で
す
。
今
回
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
皆
様
に
分
か
り
易
く
そ
し
て
、
楽
し
ん
で
読

ん
で
頂
け
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
公
開
し
て
い
な
い
記
事
も
新
た

に
掲
載
し
、
ま
た
デ
ザ
イ
ン
も
皆
様
が
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
新
聞
形
式
と
し
て
み
ま
し
た
が
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

今
号
を
第
１
号
と
し
、
年
間
４
回
発
行
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
ご
愛
読

し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
１
年
間
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＜　今後の例会スケジュール　＞

3月度例会

4月度例会

5月度例会

6月度例会

7月度例会

3/14(土)

4/8(水)

5/13(水)

6/10(水)

7/8(水)

拡大意識向上例会

教育について学ぶ例会

加杉野合同例会

講師例会

ＪＣ探求例会

8月度例会

9月度例会

10月度例会

11月度例会

12月度例会

8/5(水)

9/13(日)

10/2(金)

11/11(水)

12/12(土)

講師例会

加杉野クリーンアップ例会

４ＬＯＭ合同例会

通常総会

加杉野少年少女主張大会例会

事　業　報　告
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二
〇
〇
八
年
十
二
月
六
日
（
土
）
、
西
脇
市
立
音
楽
ホ
ー
ル< 

ア
ピ
カ
ホ
ー
ル >

に
て
「
第
７
回
加
杉
野
少
年
少
女
主

張
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
加
杉
野
地
域
（
西
脇
市
・
多
可
町
）
に
住
む
少
年
少
女
が
、
社
会

や
地
域
、
人
に
感
心
を
持
ち
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
中
で
、
自

ら
の
個
性
を
発
揮
し
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け
る
こ
と
を
願
い
、
（
社
）
西
脇
青
年
会
議
所
が

平
成
十
三
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
も
加
杉
野
地
域
に
あ
る

中
学
校
７
校
か
ら
２
名
ず
つ
、

計
１
４
名
の
生
徒
に
出
場
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
（

弁
論
）
を
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

最
優
秀
賞
…
松
本
玲
美
さ
ん
（

八
千
代
中
学
校
三
年
生
）｢

シ

ャ
ボ
ン
玉｣

優
秀
賞
…
藤
原
朋

代
さ
ん
（
西
脇
南
中
学
校
三
年

生
）
「
世
界
の
人
々
」
優
秀
賞

…
橋
尾
学
く
ん
（
八
千
代
中
学

校
一
年
生
）｢

ぼ
く
の
い
と
こ｣

審
査
員
特
別
賞
…
吉
川
大
悟
朗

く
ん
（
加
美
中
学
校
三
年
生
）

｢

津
軽
三
味
線
が
紡
ぐ
モ
ノ｣

理

事
長
特
別
賞
…
藤
岡
啓
志
郎
く

ん
（
中
町
中
学
校
三
年
生
）｢

農
作
業
を
し
て
思
っ
た
こ
と｣

　
神
戸
新
聞
社
賞
　
足
立
志
保

さ
ん
（
加
美
中
学
校
二
年
生
）

｢

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
酒｣

審
査
が
あ
ま
り
に
も
難
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
審
査
委
員
で
あ

る
神
戸
新
聞
社
北
播
総
局
の
増

田
総
局
長
の
ご
好
意
に
よ
り
、

「
神
戸
新
聞
社
賞
」
が
急
遽
創

設
さ
れ
た
り
、
加
美
中
学
校
の

吉
川
君
の
発
表
内
容
に
あ
っ
た

津
軽
三
味
線
を
ど
う
し
て
も
聴

い
て
み
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
か
ら
、
舞
台
で
数
曲
演
奏
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
一
幕
も
あ

り
ま
し
た
。

審
査
時
間
中
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
西
脇
市
内
の
小
学

生
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
グ
ル
ー

プ
、
リ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
（

代
表
　
熊
原
幹
恵
さ
ん
）
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
澄

ん
だ
音
色
と
一
生
懸
命
に
演
奏

す
る
姿
が
来
場
者
の
心
に
響
き

ま
し
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
多
可
町
教
育
委
員
会
の
小

林
教
育
長
は
、
大
会
最
後
の
講

評
で ｢

ど
の
主
張
も
素
晴
ら
し

く
審
査
が
難
し
か
っ
た
。
ま
ず

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
激
戦

を
勝
ち
抜
い
て
こ
こ
に
出
場
さ

れ
た
こ
と
だ
け
で
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ー

マ
が
広
範
囲
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
体

験
に
学
ん
だ
濃
い
内
容
の
も
の

で
し
た
。
社
会
に
出
た
時
、
一

番
大
切
な
こ
と
は
『
ハ
ー
ト
（

心
）
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る

こ
と
』
だ
と
思
い
ま
す
。
し
っ

か
り
と
自
分
を
も
っ
て
堂
々
た

る
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
今
日
子
ど
も
達
の
主
張

を
聞
い
た
会
場
の
皆
さ
ん
は
、

各
家
庭
や
職
場
で
聞
い
た
こ
と

、
感
じ
た
こ
と
を
周
り
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い｣

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
総
務
広
報
委
＝
岡
本
一
馬
）

一
月
十
四
日
、
西
脇
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
二
〇
〇
九

年
度
（
社
）
西
脇
青
年
会
議
所

一
月
度
例
会
（
新
年
例
会
・
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
総
会
・
合
同
懇
親

会
）
が
現
役
メ
ン
バ
ー
２
１
人

、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
３

４
人
、
仮
入
会
員
２
名
、
計
５

７
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度
吉
田
理
事
長
の

開
会
の
ゴ
ン
グ
や
挨
拶
に
始
ま

り
、
朝
井
二
〇
〇
八
年
度
総
務

広
報
委
員
長
の
司
会
進
行
の
も

と
、
通
常
セ
レ
モ
ニ
ー
も
順
調

に
進
み
、
い
よ
い
よ
吉
田
二
〇

〇
八
年
度
理
事
長
か
ら
二
〇
〇

九
年
度
西
村
理
事
長
へ
バ
ッ
チ

の
交
換
、
満
を
持
し
て
の
（
社

）
西
脇
青
年
会
議
所
二
〇
〇
九

年
度
西
村
丸
の
船
出
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
前
田
二
〇
〇
九
年

度
新
総
務
広
報
委
員
長
に
司
会

進
行
も
引
き
継
が
れ
、
西
村
理

事
長
の
初
挨
拶
で
は
二
〇
〇
九

年
度
新
理
事
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
年
度
に

か
け
る
想
い
や
意
気
込
み
を
会

場
全
員
に
自
ら
の
言
葉
で
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇

〇
八
年
度
卒
業
さ
れ
た
先
輩
方

や
二
〇
〇
八
年
度
理
事
メ
ン
バ

ー
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
等
も
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
総
会
終
了
後
の

合
同
懇
親
会
は
、
生
田
悟
先
輩

の
乾
杯
で
始
め
ら
れ
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
二
〇
〇
八

年
度
西
脇
青
年
会
議
所
の
活
動

の
紹
介
も
あ
り
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
西
脇
青
年
会
議

所
へ
の
想
い
や
新
年
度
の
抱
負

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
で
盛
り
上

が
り
、
２
名
の
仮
入
会
員
の
紹

介
も
あ
る
な
ど
、
有
意
義
か
つ

有
益
な
懇
親
の
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
の
高
木
俊
博
先
輩
の
締
め

の
挨
拶
の
後
、
現
役
メ
ン
バ
ー

と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
全

員
で
肩
を
組
み
、
一
つ
の
輪
に

な
り
会
場
が
一
体
と
な
る
中
「

若
い
我
ら
」
を
熱
唱
し
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
会
場
を

移
動
し
て
の
二
次
会
に
も
多
数

の
参
加
も
あ
る
な
ど
、
新
春
を

迎
え
二
〇
〇
九
年
度
（
社
）
西

脇
青
年
会
議
所
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い

１
月
度
例
会
に
相
成
り
ま
し
た

。（
総
務
広
報
委
＝
北
藤
良
介
）

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
八
千
代
中

学
校
三
年
の
松
本
玲
美
さ
ん

バ
ッ
ヂ
の
交
換
の
あ
と
、
堅
い
握

手
を
交
わ
す
新
旧
理
事
長

「
２
３
」
―
―
―

こ
れ
が
何
を
表
す
数
字
か
お
判

り
に
な
る
読
者
は
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
数
字
の
単
位
は
「
人
」
。

現
在
現
役
会
員
と
し
て
、
現
在

社
団
法
人
西
脇
青
年
会
議
所
に

所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
の
人
数
で

す
。
（
一
月
一
日
、
二
〇
〇
九

年
度
ス
タ
ー
ト
時
）

近
年
続
い
て
い
た
メ
ン
バ
ー
数

の
減
少
は
、
昨
今
さ
ら
に
拍
車

が
か
か
り
、
つ
い
に
現
役
会
員

数
２
３
名
と
い
う
過
去
最
悪
の

危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す

。
こ
う
し
た
流
れ
は
全
国
的
な

も
の
で
も
あ
り
、
多
く
の
Ｌ
Ｏ

Ｍ
が
近
隣
Ｌ
Ｏ
Ｍ
と
の
合
併
や

解
散
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
状

況
で
あ
る
と
聞
き
及
び
ま
す
。

少
々
荒
っ
ぽ
い
仮
定
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
入
会
者
が

全
く
獲
得
で
き
な
い
と
仮
定
し

て
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み

る
と
、
卒
業
に
よ
る
メ
ン
バ
ー

数
の
自
然
現
象
に
よ
り
二
〇
一

〇
年
度
に
は
２
０
人
、
二
〇
一

一
年
度
に
は
１
８
人
、
二
〇
一

二
年
度
に
は
１
３
人
と
、
わ
ず

か
３
年
後
に
は
現
在
の
約
半
数

に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
計
算
。
こ
れ
で
は
「

明
る
い
豊
か
な
社
会
」
の
実
現

へ
向
け
て
の
活
動
も
あ
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
脇
Ｊ
Ｃ
に
お
い
て
も
こ
れ
ま

で
メ
ン
バ
ー
一
同
必
死
に
会
員

拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
思
う
よ
う
に
成
果
が
上
が

ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
断
ち
切
る
べ

く
、
日
本
青
年
会
議
所
で
は
本

年
度
「
全
国
３
０
％
拡
大
！
４

５
，
０
０
０
人
必
達
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
題
し
、
全
国
的
な
会

員
拡
大
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
や
は
り
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と

し
た
危
機
感
と
目
標
意
識
を
持

っ
て
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
の

積
み
重
ね
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

西
脇
Ｊ
Ｃ
の
消
滅
の
危
機
に
際

し
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

の
諸
兄
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ

の
数
字
を
頭
に
と
ど
め
て
頂
き

、
ご
子
息
や
知
人
へ
入
会
を
勧

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
わ
！

僕
の
名
前
は
か
す
ぎ
の
ん
。

昨
年
西
脇
Ｊ
Ｃ
か
ら
誕
生
し
た

ば
か
り
の
加
杉
野
地
域
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
さ
♪

「
黒
田
庄
牛
」
の
カ
ラ
ダ
と

「
日
本
の
へ
そ
」
を
あ
ら
わ
す
で
べ
そ
。

「
播
州
織
」
の
チ
ェ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
を  

　
羽
織
っ
て
手
に
は
「
山
田
錦
」
！

　
ど
う
で
す
？

　
完
ぺ
き
な
ス
タ
イ
ル
で
し
ょ
？

地
域
の
人
気
者
に
な
り
た
い
な
と
思

っ
て
は
い
る
ん
だ
け
ど
、
正
直
ま
だ

ま
ち
の
ひ
と
た
ち
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
ん
だ
よ
ね
・
・
・
　

そ
こ
で
、
い
ま
大
人
気
の
あ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
あ
や
か
っ
て

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
！

そ
れ
牛
じ
ゃ
ね
ー
し
。

かすぎのんが行く！
～ああ自己矛盾の巻～

そ
の
後
も
セ
レ
モ
ニ
ー
は
順
調

に
進
行
し
、
岡
本
政
和
委
員
長

よ
り
一
名
の
仮
入
会
者
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年

度
初
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム
で
は
、
内
橋

会
員
指
導
力
開
発
副
委
員
長
に

司
会
進
行
が
代
わ
り
、
昨
年
と

は
大
き
く
違
う
指
名
方
法
に
会

場
中
が
一
瞬
ど
よ
め
き
ま
し
た

が
、
西
村
理
事
長
の
抽
選
に
て

、
二
〇
〇
九
年
度
初
Ｌ
Ｄ
タ
イ

ム
の
発
表
者
第
一
号
と
し
て
、

吉
田
加
杉
野
副
委
員
長
が
指
名

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
凛
と
張

り
詰
め
た
空
気
の
中
、
非
常
に

落
ち
着
い
た
面
持
ち
で
い
き
な

り
の
指
名
に
も
動
じ
ず
、
見
事

に
「
Ｊ
Ｃ
に
入
会
し
て
学
ん
だ

事
・
良
か
っ
た
事
」
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

、
続
い
て
指
名
さ
れ
た
藤
井
事

務
局
長
は
、
さ
す
が
に
こ
こ
数

年
の
理
事
職
を
歴
任
し
て
こ
ら

れ
た
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
さ

れ
る
見
事
な
ス
ピ
ー
チ
を
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム

の
講
評
と
し
て
、
各
メ
ン
バ
ー

が
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
講
評
を

記
入
す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
今

後
の
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム
や
発
表
者
へ

参
考
と
な
る
形
式
が
と
ら
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
通
常
総
会
に
移
行
し
、

西
村
理
事
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
吉
田
二
〇
〇
八
年
度
理
事

長
か
ら
第
一
号
議
案
で
あ
る
二

〇
〇
八
年
度
（
社
）
西
脇
青
年

会
議
所
事
業
報
告
が
な
さ
れ
、

改
め
て
二
〇
〇
八
年
度
の
活
動

に
対
す
る
メ
ン
バ
ー
へ
の
労
わ

り
や
感
謝
の
念
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
小
林
二
〇
〇

八
年
度
専
務
理
事
や
他
の
理
事

メ
ン
バ
ー
か
ら
よ
り
具
体
的
な

事
業
報
告
や
感
想
、
ま
た
収
支

決
算
書
や
監
査
報
告
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
非

常
に
充
実
し
た
収
穫
の
大
き
な

一
年
で
あ
っ
た
事
を
物
語
る
事

業
報
告
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
基
金
取
り
崩
し

の
件
で
あ
る
第
二
号
議
案
も
予

定
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
す

る
活
発
な
質
疑
応
答
の
末
、
第

一
号
議
案
と
同
様
に
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
村
上
監

事
よ
り
講
評
が
あ
り
、
二
〇
〇

九
年
度
二
月
度
例
会
（
通
常
総

会
）
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
西
村
丸
が
本
格
的
に

動
き
出
し
ま
す
。

（
総
務
広
報
委
＝
北
藤
良
介
）

突
然
の
指
名
に
も
動
じ
る
こ
と
な

く
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
吉
田
卓
也
君

（
右
）
と
藤
井
英
理
君
（
左
）

二
月
十
二
日
西
脇
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
二
階
に
お
い
て
、
二
〇

〇
九
年
度
（
社
）
西
脇
青
年
会

議
所
二
月
度
例
会
（
通
常
総
会

）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
田
総
務
広
報
委
員
長
に
よ
る

西
脇
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行

わ
れ
る
例
会
初
司
会
の
中
、
開

会
の
ゴ
ン
グ
に
続
き
、
西
脇
青

少
年
育
成
委
員
長
に
よ
る
Ｊ
Ｃ

Ｉ
ク
リ
ー
ド
唱
和
、
岡
本
会
員

指
導
力
開
発
委
員
長
に
よ
る
Ｊ

Ｃ
宣
言
朗
読
並
び
に
綱
領
唱
和

。
そ
し
て
西
村
理
事
長
か
ら
本

年
度
二
回
目
と
な
る
理
事
長
挨

拶
が
あ
り
、
改
め
て
メ
ン
バ
ー

へ
今
年
度
に
か
け
る
熱
い
思
い

や
方
向
性
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

吉田光一郎直前理事長をはじめとする2008年度理
事メンバーから、事業報告と1年間を終えての感想
が語られました。1年間本当にお疲れ様でした。
（写真：事業報告を行う吉田直前理事長）

京

都

物

見

遊

山

一
月
二
十
三
日
、
吉
田
卓
也
君
に
待
望

　
の
第
２
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
吉
田
航
（
よ
し
だ
こ
う
）
君

　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
誕
生

　
　
　
　
　
　
出
生
時
の
身
長

　
　
　
　
　
　 

４
７
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
出
生
時
の
体
重

　
　
　
　
　
　
　 

２
８
５
４
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　 

今
年
度
は
廣
中
幸
司

　
　
　
　
　
　
　 

委
員
長
率
い
る
加
杉

　
　
　
　
　
　
　 

野
委
員
会
に
所
属
し  

　
　
　
　
　
　
　 

副
委
員
長
と
し
て
忙    

　
　
　
　
　
　
　
し
い
日
々
を
送
る
吉

　
　
　
　
　
　 

田
君
。

　
　
　
　
　
　
か
わ
い
い
息
子
さ
ん
の

　
　
　
　
　
顔
を
見
た
く
て
仕
方
な
い

　
　
　
　
の
に
、
帰
り
が
遅
く
な
る
日

　
　
　
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
喜
び
パ
ワ
ー
で
さ
ら
に
廣
中
委

員
長
を
盛
り
立
て
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
会
議
に
行
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
と
Ｌ
Ｏ
Ｍ
ナ
イ
ト
だ
け
っ
て

も
っ
た
い
な
い
！
せ
っ
か
く
京
都
に
来
て
る
ん
だ
か
ら
セ
ミ

ナ
ー
の
後
は
京
都
観
光
で
し
ょ
ー
！
　
っ
て
こ
と
で
、
今
回

は
京
都
の
名
所
を
ち
ょ
っ
と
観
光
し
て
き
ま
し
た
～

銀
閣
寺

最
初
に
行
っ
た
の
が
銀
閣
寺
。
京
都

国
際
会
館
か
ら
も
近
い
の
で
す
が
修

復
工
事
中
な
の
が
残
念
で
し
た(

悲)

砂
で
模
様
が
付
け
て
あ
る
庭
園
が
あ

っ
た
り
苔
が
綺
麗
な
庭
園
が
あ
り
ま

す
。
ホ
ン
ト
の
名
前
は
慈
照
寺
っ
て

言
う
ん
で
す
よ
～
。

平
安
神
宮
前

應
天
門
で
写
真
を
撮
っ
た
だ
け
～
　

次
行
く
時
は
中
に
入
り
た
い
な
～

美加杉野クリーンアッププロジェクト

■実施日時
　2009年1月18日（日）
　AM7：00　～　AM8：00

■清掃場所
　西脇市総合市民センタ
　ー～西脇市役所周辺

■参加人数
　１８名　

■多かったゴミＢＥＳＴ３
　1位　タバコの吸殻
　2位　空き缶
　3位　ビニール

■意外なゴミ
　・長靴
　・ジャージ
　・サラダ油の空ボトル

■実施日時
　2009年2月15日（日）
　AM7：00　～　AM8：00

■清掃場所
　ベルディーホール周辺
　道路（多可町中区）

■参加人数
　１９名　

１月１８日（日）、私たちの住む加杉野地域（西脇市・多可町）を
自分たちの手で美しくしようという想いで計画された通年事業、「
美加杉野クリーンアッププロジェクト」の第１回目の清掃作業が実
施されました。
清掃場所は西脇市総合市民センターから西脇市役所庁舎の近辺。ゴ
ミを拾いながら、例年「へその西脇織物まつり」の舞台となり、昨
年の「加杉野ホビーフェスティバル」、一昨年の「加杉野親子ふれ
あい王国」でもお世話になった西脇市総合市民センターや、西脇市
役所庁舎、西脇警察署などの周辺をウォーキング。普段は車で移動
することが多く、ゆっくりと眺める機会のない加杉野の風景にあら
ためて気付くことができたように思います。
朝早いこともあり眠い目をこすりながら集まったメンバー達でした
が、清掃作業をはじめてみると想像していたより多くのゴミがある
ことにビックリ。ゴミを集めるのに夢中になっていたようでした。
集まったゴミの中でも、特に多かったのがタバコの吸殻と空き缶で
した。普段子供たちの通学路になっている道に、こうした大人の出
すゴミが多く捨てられていることは本当に残念なことです。
第１回目の「美加杉野クリーンアッププロジェクト」は、参加した
メンバー達が自分たちの行動への責任と自覚、そしてこれから一年
間行う清掃作業への決意をより強くする機会となったのではないで
しょうか。（総務広報委＝岡本一馬）

２月１５日（日）、「美加杉野クリーンアッププロジェクト」の第
2回目の清掃作業が実施されました。清掃場所は、多可町中区のベ
ルディーホール周辺及び周辺道路。そして、ぽっぽの道を曽我井方
面へ清掃しました。
普段よく車で通る道なので、清掃場所がここに決まってから、車か
ら気にして見ていたの ですが、ゴミが見当たらなく、きれいなの
に清掃する必要があるのかな、と思っていました。ところが、拾い
始めると、案外落ちているものです。前回も同じ事を思いましたが
、 やはり、一番多かったのはタバコの吸殻でした。ゴミ袋に入れ
てもかさは高くないのですが、本数でいうとかなりの本数があった
と思います。タバコの吸殻は車からでは目立ちにくく、道のど真ん
中に落ちていることも多かったです。 とにかく車からでは分から
ないところにゴミはあります。道路脇の溝の中や、植樹帯の植樹の
中、田んぼの畦付近など、歩いてみないとわかりません。
今回清掃して一つ気づいたことがありました。ゴミは分かりにくい
ところに落ちている、いや分からないように捨てているのだと。植
樹に空き缶を突っ込んでいたり、深い溝の中に捨てたり、タバコの
吸殻なんかは目立たないから平気でポイ捨てするのだと思います。 
自分もポイ捨てをしたことが今までにあります。やはり後ろめたい
気持ちがあるので、人に見られないように、目に付かないように捨
てていたと思います。
『クリーンキャンペーン』、こんなことはする必要はないのです。
ポイ捨てさえしなければ。 この活動が地域の方々に浸透し、そし
て、いつか清掃活動などしなくても美しい加杉野地域、｢美加杉野｣
になるように、少しでも近づけるようにこれからも活動に参加した
いと思います。（加杉野委＝吉田卓也）

■ゴミ収集量

燃えるゴミ　　70㍑ゴミ袋×３

燃えないゴミ　70㍑ゴミ袋×１

総量　20ｋｇ

■多かったゴミＢＥＳＴ３
　1位　タバコの吸殻
　2位　ガムの包み紙
　3位　空き缶

■意外なゴミ
　・瀬戸物
　・電線のビニール

■ゴミ収集量

燃えるゴミ　　70㍑ゴミ袋×３

燃えないゴミ　70㍑ゴミ袋×１

総量　20ｋｇ今後の清掃スケジュール（予定）

 3月15日（日）　多可町加美区青年の家～中学校周辺
 4月19日（日）　みどり園周辺峠
 5月17日（日）　杉原川（西脇、高瀬スポーツ周辺の堤防）

 6月21日（日）　杉原川（中町南小学校周辺の堤防）

 7月 5日（日）　野間川（八千代中学校周辺）

 8月23日（日）　松か井の水周辺峠
 9月13日（日）　アピカ周辺道路～市原町（例会）
10月25日（日）　産坂峠
11月15日（日）　石原坂峠
12月 6日（日）　へそ公園周辺

＜時間＞　AM7：00～AM8:00　※9月13日はAM9:10～AM11：30

「美加杉野クリーンアッププロジェクト」では、一般の方のご

参加をお待ちしています。お子様からご年配の方まで、楽し

くウォーキングをしながらできるゴミ拾いです。

参加するには軍手を持って集合するだけでOK！

さあ、私たち（社）西脇青年会議所メンバーと加杉野（西脇市

・多可町）を美しくしましょう！

詳しくは美加杉野クリーンアッププロジェクト特設ホームページ↓

http://www.nishiwaki-jc.or.jp/cleanup/cleanup-top.html

１月 ２月

知
恩
院

知
恩
院
は
浄
土
宗
の
総
本
山
。
こ
の

日
も
お
寺
で
は
大
勢
の
お
坊
さ
ん
が

お
経
を
唱
え
て
ま
し
た
。
表
門
の
巨

大
さ
に
西
村
理
事
長
も
大
満
足
。

中
に
入
る
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
並
み
に
高

い
石
階
段
が
・
・
・
こ
れ
が
キ
ツ
イ

ん
だ
な
～
　
し
か
し
階
段
を
上
が
る

と
大
き
な
本
堂
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
よ
。
す
げ
～
　
中
に
は
ち
ょ
っ
と

し
た
土
産
物
屋
が
あ
り
ま
す
。
数
珠

を
買
う
な
ら
こ
こ
が
い
い
で
す
よ
。

伏
見
稲
荷
大
社

全
国
の
稲
荷
神
社
の
総
本
宮
で
す
。

伏
見
稲
荷
と
い
え
ば
千
本
鳥
居
で
す

ね
。
商
売
繁
盛
の
神
様
で
も
あ
る
の

で
、
沢
山
の
企
業
が
鳥
居
を
奉
納
し

て
ま
す
。

西
脇
の
企
業
の
鳥
居
も
あ
り
ま
し
た

。
某
西
脇
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
会
社
の

鳥
居
も
あ
る
と
か
・
・
・

寺
尾
「
何
処
ま
で
あ
ん
の
～
も
う
し

ん
ど
い
わ
～
」

八
坂
神
社

祇
園
で
買
い
物
し
た
つ
い
で
に
歩
い

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
構
歩
い
て

ク
タ
ク
タ
で
っ
せ
。
意
外
と
八
坂
神

社
っ
て
特
に
何
も
無
い
ん
だ
ね
～

清
水
寺

こ
こ
が
毎
年
お
坊
さ
ん
が
漢
字
一
文

字
書
い
て
る
所
か
な
？
　
舞
台
や
音

羽
の
滝
、
三
重
塔
な
ど
見
所
満
載
で

す
。
お
土
産
も
清
水
寺
で
買
う
と
い

い
で
す
よ
。

今
回
、
京
都
の
名
所
を
数
箇
所
巡
っ

て
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
い
ろ
い
ろ
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
京
都
は
日
本
で
一
番

の
観
光
都
市
な
の
で
、
観
光
す
る
こ

と
も
い
い
勉
強
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
総
務
広
報
委
＝
藤
井
篤
史
）

本
年
度
、
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
発
行
さ
せ
て
頂
く

総
務
広
報
委
員
長
の
前
田
で
す
。
今
回
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
皆
様
に
分
か
り
易
く
そ
し
て
、
楽
し
ん
で
読

ん
で
頂
け
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
公
開
し
て
い
な
い
記
事
も
新
た

に
掲
載
し
、
ま
た
デ
ザ
イ
ン
も
皆
様
が
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
新
聞
形
式
と
し
て
み
ま
し
た
が
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

今
号
を
第
１
号
と
し
、
年
間
４
回
発
行
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
ご
愛
読

し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
１
年
間
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＜　今後の例会スケジュール　＞

3月度例会

4月度例会

5月度例会

6月度例会

7月度例会

3/14(土)

4/8(水)

5/13(水)

6/10(水)

7/8(水)

拡大意識向上例会

教育について学ぶ例会

加杉野合同例会

講師例会

ＪＣ探求例会

8月度例会

9月度例会

10月度例会

11月度例会

12月度例会

8/5(水)

9/13(日)

10/2(金)

11/11(水)

12/12(土)

講師例会

加杉野クリーンアップ例会

４ＬＯＭ合同例会

通常総会

加杉野少年少女主張大会例会

事　業　報　告
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二
〇
〇
八
年
十
二
月
六
日
（
土
）
、
西
脇
市
立
音
楽
ホ
ー
ル< 

ア
ピ
カ
ホ
ー
ル >

に
て
「
第
７
回
加
杉
野
少
年
少
女
主

張
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
加
杉
野
地
域
（
西
脇
市
・
多
可
町
）
に
住
む
少
年
少
女
が
、
社
会

や
地
域
、
人
に
感
心
を
持
ち
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
中
で
、
自

ら
の
個
性
を
発
揮
し
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け
る
こ
と
を
願
い
、
（
社
）
西
脇
青
年
会
議
所
が

平
成
十
三
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
も
加
杉
野
地
域
に
あ
る

中
学
校
７
校
か
ら
２
名
ず
つ
、

計
１
４
名
の
生
徒
に
出
場
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
（

弁
論
）
を
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

最
優
秀
賞
…
松
本
玲
美
さ
ん
（

八
千
代
中
学
校
三
年
生
）｢

シ

ャ
ボ
ン
玉｣

優
秀
賞
…
藤
原
朋

代
さ
ん
（
西
脇
南
中
学
校
三
年

生
）
「
世
界
の
人
々
」
優
秀
賞

…
橋
尾
学
く
ん
（
八
千
代
中
学

校
一
年
生
）｢

ぼ
く
の
い
と
こ｣

審
査
員
特
別
賞
…
吉
川
大
悟
朗

く
ん
（
加
美
中
学
校
三
年
生
）

｢

津
軽
三
味
線
が
紡
ぐ
モ
ノ｣

理

事
長
特
別
賞
…
藤
岡
啓
志
郎
く

ん
（
中
町
中
学
校
三
年
生
）｢

農
作
業
を
し
て
思
っ
た
こ
と｣

　
神
戸
新
聞
社
賞
　
足
立
志
保

さ
ん
（
加
美
中
学
校
二
年
生
）

｢

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
酒｣

審
査
が
あ
ま
り
に
も
難
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
審
査
委
員
で
あ

る
神
戸
新
聞
社
北
播
総
局
の
増

田
総
局
長
の
ご
好
意
に
よ
り
、

「
神
戸
新
聞
社
賞
」
が
急
遽
創

設
さ
れ
た
り
、
加
美
中
学
校
の

吉
川
君
の
発
表
内
容
に
あ
っ
た

津
軽
三
味
線
を
ど
う
し
て
も
聴

い
て
み
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
か
ら
、
舞
台
で
数
曲
演
奏
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
一
幕
も
あ

り
ま
し
た
。

審
査
時
間
中
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
西
脇
市
内
の
小
学

生
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
グ
ル
ー

プ
、
リ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
（

代
表
　
熊
原
幹
恵
さ
ん
）
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
澄

ん
だ
音
色
と
一
生
懸
命
に
演
奏

す
る
姿
が
来
場
者
の
心
に
響
き

ま
し
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
多
可
町
教
育
委
員
会
の
小

林
教
育
長
は
、
大
会
最
後
の
講

評
で ｢

ど
の
主
張
も
素
晴
ら
し

く
審
査
が
難
し
か
っ
た
。
ま
ず

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
激
戦

を
勝
ち
抜
い
て
こ
こ
に
出
場
さ

れ
た
こ
と
だ
け
で
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ー

マ
が
広
範
囲
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
体

験
に
学
ん
だ
濃
い
内
容
の
も
の

で
し
た
。
社
会
に
出
た
時
、
一

番
大
切
な
こ
と
は
『
ハ
ー
ト
（

心
）
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る

こ
と
』
だ
と
思
い
ま
す
。
し
っ

か
り
と
自
分
を
も
っ
て
堂
々
た

る
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
今
日
子
ど
も
達
の
主
張

を
聞
い
た
会
場
の
皆
さ
ん
は
、

各
家
庭
や
職
場
で
聞
い
た
こ
と

、
感
じ
た
こ
と
を
周
り
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い｣

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
総
務
広
報
委
＝
岡
本
一
馬
）

一
月
十
四
日
、
西
脇
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
二
〇
〇
九

年
度
（
社
）
西
脇
青
年
会
議
所

一
月
度
例
会
（
新
年
例
会
・
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
総
会
・
合
同
懇
親

会
）
が
現
役
メ
ン
バ
ー
２
１
人

、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
３

４
人
、
仮
入
会
員
２
名
、
計
５

７
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度
吉
田
理
事
長
の

開
会
の
ゴ
ン
グ
や
挨
拶
に
始
ま

り
、
朝
井
二
〇
〇
八
年
度
総
務

広
報
委
員
長
の
司
会
進
行
の
も

と
、
通
常
セ
レ
モ
ニ
ー
も
順
調

に
進
み
、
い
よ
い
よ
吉
田
二
〇

〇
八
年
度
理
事
長
か
ら
二
〇
〇

九
年
度
西
村
理
事
長
へ
バ
ッ
チ

の
交
換
、
満
を
持
し
て
の
（
社

）
西
脇
青
年
会
議
所
二
〇
〇
九

年
度
西
村
丸
の
船
出
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
前
田
二
〇
〇
九
年

度
新
総
務
広
報
委
員
長
に
司
会

進
行
も
引
き
継
が
れ
、
西
村
理

事
長
の
初
挨
拶
で
は
二
〇
〇
九

年
度
新
理
事
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
年
度
に

か
け
る
想
い
や
意
気
込
み
を
会

場
全
員
に
自
ら
の
言
葉
で
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇

〇
八
年
度
卒
業
さ
れ
た
先
輩
方

や
二
〇
〇
八
年
度
理
事
メ
ン
バ

ー
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
等
も
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
総
会
終
了
後
の

合
同
懇
親
会
は
、
生
田
悟
先
輩

の
乾
杯
で
始
め
ら
れ
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
二
〇
〇
八

年
度
西
脇
青
年
会
議
所
の
活
動

の
紹
介
も
あ
り
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
西
脇
青
年
会
議

所
へ
の
想
い
や
新
年
度
の
抱
負

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
で
盛
り
上

が
り
、
２
名
の
仮
入
会
員
の
紹

介
も
あ
る
な
ど
、
有
意
義
か
つ

有
益
な
懇
親
の
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
の
高
木
俊
博
先
輩
の
締
め

の
挨
拶
の
後
、
現
役
メ
ン
バ
ー

と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
全

員
で
肩
を
組
み
、
一
つ
の
輪
に

な
り
会
場
が
一
体
と
な
る
中
「

若
い
我
ら
」
を
熱
唱
し
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
会
場
を

移
動
し
て
の
二
次
会
に
も
多
数

の
参
加
も
あ
る
な
ど
、
新
春
を

迎
え
二
〇
〇
九
年
度
（
社
）
西

脇
青
年
会
議
所
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い

１
月
度
例
会
に
相
成
り
ま
し
た

。（
総
務
広
報
委
＝
北
藤
良
介
）

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
八
千
代
中

学
校
三
年
の
松
本
玲
美
さ
ん

バ
ッ
ヂ
の
交
換
の
あ
と
、
堅
い
握

手
を
交
わ
す
新
旧
理
事
長

「
２
３
」
―
―
―

こ
れ
が
何
を
表
す
数
字
か
お
判

り
に
な
る
読
者
は
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
数
字
の
単
位
は
「
人
」
。

現
在
現
役
会
員
と
し
て
、
現
在

社
団
法
人
西
脇
青
年
会
議
所
に

所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
の
人
数
で

す
。
（
一
月
一
日
、
二
〇
〇
九

年
度
ス
タ
ー
ト
時
）

近
年
続
い
て
い
た
メ
ン
バ
ー
数

の
減
少
は
、
昨
今
さ
ら
に
拍
車

が
か
か
り
、
つ
い
に
現
役
会
員

数
２
３
名
と
い
う
過
去
最
悪
の

危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す

。
こ
う
し
た
流
れ
は
全
国
的
な

も
の
で
も
あ
り
、
多
く
の
Ｌ
Ｏ

Ｍ
が
近
隣
Ｌ
Ｏ
Ｍ
と
の
合
併
や

解
散
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
状

況
で
あ
る
と
聞
き
及
び
ま
す
。

少
々
荒
っ
ぽ
い
仮
定
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
入
会
者
が

全
く
獲
得
で
き
な
い
と
仮
定
し

て
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み

る
と
、
卒
業
に
よ
る
メ
ン
バ
ー

数
の
自
然
現
象
に
よ
り
二
〇
一

〇
年
度
に
は
２
０
人
、
二
〇
一

一
年
度
に
は
１
８
人
、
二
〇
一

二
年
度
に
は
１
３
人
と
、
わ
ず

か
３
年
後
に
は
現
在
の
約
半
数

に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
計
算
。
こ
れ
で
は
「

明
る
い
豊
か
な
社
会
」
の
実
現

へ
向
け
て
の
活
動
も
あ
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
脇
Ｊ
Ｃ
に
お
い
て
も
こ
れ
ま

で
メ
ン
バ
ー
一
同
必
死
に
会
員

拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
思
う
よ
う
に
成
果
が
上
が

ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
断
ち
切
る
べ

く
、
日
本
青
年
会
議
所
で
は
本

年
度
「
全
国
３
０
％
拡
大
！
４

５
，
０
０
０
人
必
達
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
題
し
、
全
国
的
な
会

員
拡
大
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
や
は
り
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と

し
た
危
機
感
と
目
標
意
識
を
持

っ
て
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
の

積
み
重
ね
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

西
脇
Ｊ
Ｃ
の
消
滅
の
危
機
に
際

し
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

の
諸
兄
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ

の
数
字
を
頭
に
と
ど
め
て
頂
き

、
ご
子
息
や
知
人
へ
入
会
を
勧

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
わ
！

僕
の
名
前
は
か
す
ぎ
の
ん
。

昨
年
西
脇
Ｊ
Ｃ
か
ら
誕
生
し
た

ば
か
り
の
加
杉
野
地
域
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
さ
♪

「
黒
田
庄
牛
」
の
カ
ラ
ダ
と

「
日
本
の
へ
そ
」
を
あ
ら
わ
す
で
べ
そ
。

「
播
州
織
」
の
チ
ェ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
を  

　
羽
織
っ
て
手
に
は
「
山
田
錦
」
！

　
ど
う
で
す
？

　
完
ぺ
き
な
ス
タ
イ
ル
で
し
ょ
？

地
域
の
人
気
者
に
な
り
た
い
な
と
思

っ
て
は
い
る
ん
だ
け
ど
、
正
直
ま
だ

ま
ち
の
ひ
と
た
ち
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
ん
だ
よ
ね
・
・
・
　

そ
こ
で
、
い
ま
大
人
気
の
あ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
あ
や
か
っ
て

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
！

そ
れ
牛
じ
ゃ
ね
ー
し
。

かすぎのんが行く！
～ああ自己矛盾の巻～

そ
の
後
も
セ
レ
モ
ニ
ー
は
順
調

に
進
行
し
、
岡
本
政
和
委
員
長

よ
り
一
名
の
仮
入
会
者
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年

度
初
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム
で
は
、
内
橋

会
員
指
導
力
開
発
副
委
員
長
に

司
会
進
行
が
代
わ
り
、
昨
年
と

は
大
き
く
違
う
指
名
方
法
に
会

場
中
が
一
瞬
ど
よ
め
き
ま
し
た

が
、
西
村
理
事
長
の
抽
選
に
て

、
二
〇
〇
九
年
度
初
Ｌ
Ｄ
タ
イ

ム
の
発
表
者
第
一
号
と
し
て
、

吉
田
加
杉
野
副
委
員
長
が
指
名

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
凛
と
張

り
詰
め
た
空
気
の
中
、
非
常
に

落
ち
着
い
た
面
持
ち
で
い
き
な

り
の
指
名
に
も
動
じ
ず
、
見
事

に
「
Ｊ
Ｃ
に
入
会
し
て
学
ん
だ

事
・
良
か
っ
た
事
」
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

、
続
い
て
指
名
さ
れ
た
藤
井
事

務
局
長
は
、
さ
す
が
に
こ
こ
数

年
の
理
事
職
を
歴
任
し
て
こ
ら

れ
た
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
さ

れ
る
見
事
な
ス
ピ
ー
チ
を
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム

の
講
評
と
し
て
、
各
メ
ン
バ
ー

が
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
講
評
を

記
入
す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
今

後
の
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム
や
発
表
者
へ

参
考
と
な
る
形
式
が
と
ら
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
通
常
総
会
に
移
行
し
、

西
村
理
事
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
吉
田
二
〇
〇
八
年
度
理
事

長
か
ら
第
一
号
議
案
で
あ
る
二

〇
〇
八
年
度
（
社
）
西
脇
青
年

会
議
所
事
業
報
告
が
な
さ
れ
、

改
め
て
二
〇
〇
八
年
度
の
活
動

に
対
す
る
メ
ン
バ
ー
へ
の
労
わ

り
や
感
謝
の
念
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
小
林
二
〇
〇

八
年
度
専
務
理
事
や
他
の
理
事

メ
ン
バ
ー
か
ら
よ
り
具
体
的
な

事
業
報
告
や
感
想
、
ま
た
収
支

決
算
書
や
監
査
報
告
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
非

常
に
充
実
し
た
収
穫
の
大
き
な

一
年
で
あ
っ
た
事
を
物
語
る
事

業
報
告
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
基
金
取
り
崩
し

の
件
で
あ
る
第
二
号
議
案
も
予

定
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
す

る
活
発
な
質
疑
応
答
の
末
、
第

一
号
議
案
と
同
様
に
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
村
上
監

事
よ
り
講
評
が
あ
り
、
二
〇
〇

九
年
度
二
月
度
例
会
（
通
常
総

会
）
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
西
村
丸
が
本
格
的
に

動
き
出
し
ま
す
。

（
総
務
広
報
委
＝
北
藤
良
介
）

突
然
の
指
名
に
も
動
じ
る
こ
と
な

く
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
吉
田
卓
也
君

（
右
）
と
藤
井
英
理
君
（
左
）

二
月
十
二
日
西
脇
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
二
階
に
お
い
て
、
二
〇

〇
九
年
度
（
社
）
西
脇
青
年
会

議
所
二
月
度
例
会
（
通
常
総
会

）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
田
総
務
広
報
委
員
長
に
よ
る

西
脇
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行

わ
れ
る
例
会
初
司
会
の
中
、
開

会
の
ゴ
ン
グ
に
続
き
、
西
脇
青

少
年
育
成
委
員
長
に
よ
る
Ｊ
Ｃ

Ｉ
ク
リ
ー
ド
唱
和
、
岡
本
会
員

指
導
力
開
発
委
員
長
に
よ
る
Ｊ

Ｃ
宣
言
朗
読
並
び
に
綱
領
唱
和

。
そ
し
て
西
村
理
事
長
か
ら
本

年
度
二
回
目
と
な
る
理
事
長
挨

拶
が
あ
り
、
改
め
て
メ
ン
バ
ー

へ
今
年
度
に
か
け
る
熱
い
思
い

や
方
向
性
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

吉田光一郎直前理事長をはじめとする2008年度理
事メンバーから、事業報告と1年間を終えての感想
が語られました。1年間本当にお疲れ様でした。
（写真：事業報告を行う吉田直前理事長）

京

都

物

見

遊

山

一
月
二
十
三
日
、
吉
田
卓
也
君
に
待
望

　
の
第
２
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
吉
田
航
（
よ
し
だ
こ
う
）
君

　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
誕
生

　
　
　
　
　
　
出
生
時
の
身
長

　
　
　
　
　
　 

４
７
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
出
生
時
の
体
重

　
　
　
　
　
　
　 

２
８
５
４
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　 

今
年
度
は
廣
中
幸
司

　
　
　
　
　
　
　 

委
員
長
率
い
る
加
杉

　
　
　
　
　
　
　 

野
委
員
会
に
所
属
し  

　
　
　
　
　
　
　 

副
委
員
長
と
し
て
忙    

　
　
　
　
　
　
　
し
い
日
々
を
送
る
吉

　
　
　
　
　
　 

田
君
。

　
　
　
　
　
　
か
わ
い
い
息
子
さ
ん
の

　
　
　
　
　
顔
を
見
た
く
て
仕
方
な
い

　
　
　
　
の
に
、
帰
り
が
遅
く
な
る
日

　
　
　
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
喜
び
パ
ワ
ー
で
さ
ら
に
廣
中
委

員
長
を
盛
り
立
て
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
会
議
に
行
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
と
Ｌ
Ｏ
Ｍ
ナ
イ
ト
だ
け
っ
て

も
っ
た
い
な
い
！
せ
っ
か
く
京
都
に
来
て
る
ん
だ
か
ら
セ
ミ

ナ
ー
の
後
は
京
都
観
光
で
し
ょ
ー
！
　
っ
て
こ
と
で
、
今
回

は
京
都
の
名
所
を
ち
ょ
っ
と
観
光
し
て
き
ま
し
た
～

銀
閣
寺

最
初
に
行
っ
た
の
が
銀
閣
寺
。
京
都

国
際
会
館
か
ら
も
近
い
の
で
す
が
修

復
工
事
中
な
の
が
残
念
で
し
た(

悲)

砂
で
模
様
が
付
け
て
あ
る
庭
園
が
あ

っ
た
り
苔
が
綺
麗
な
庭
園
が
あ
り
ま

す
。
ホ
ン
ト
の
名
前
は
慈
照
寺
っ
て

言
う
ん
で
す
よ
～
。

平
安
神
宮
前

應
天
門
で
写
真
を
撮
っ
た
だ
け
～
　

次
行
く
時
は
中
に
入
り
た
い
な
～

美加杉野クリーンアッププロジェクト

■実施日時
　2009年1月18日（日）
　AM7：00　～　AM8：00

■清掃場所
　西脇市総合市民センタ
　ー～西脇市役所周辺

■参加人数
　１８名　

■多かったゴミＢＥＳＴ３
　1位　タバコの吸殻
　2位　空き缶
　3位　ビニール

■意外なゴミ
　・長靴
　・ジャージ
　・サラダ油の空ボトル

■実施日時
　2009年2月15日（日）
　AM7：00　～　AM8：00

■清掃場所
　ベルディーホール周辺
　道路（多可町中区）

■参加人数
　１９名　

１月１８日（日）、私たちの住む加杉野地域（西脇市・多可町）を
自分たちの手で美しくしようという想いで計画された通年事業、「
美加杉野クリーンアッププロジェクト」の第１回目の清掃作業が実
施されました。
清掃場所は西脇市総合市民センターから西脇市役所庁舎の近辺。ゴ
ミを拾いながら、例年「へその西脇織物まつり」の舞台となり、昨
年の「加杉野ホビーフェスティバル」、一昨年の「加杉野親子ふれ
あい王国」でもお世話になった西脇市総合市民センターや、西脇市
役所庁舎、西脇警察署などの周辺をウォーキング。普段は車で移動
することが多く、ゆっくりと眺める機会のない加杉野の風景にあら
ためて気付くことができたように思います。
朝早いこともあり眠い目をこすりながら集まったメンバー達でした
が、清掃作業をはじめてみると想像していたより多くのゴミがある
ことにビックリ。ゴミを集めるのに夢中になっていたようでした。
集まったゴミの中でも、特に多かったのがタバコの吸殻と空き缶で
した。普段子供たちの通学路になっている道に、こうした大人の出
すゴミが多く捨てられていることは本当に残念なことです。
第１回目の「美加杉野クリーンアッププロジェクト」は、参加した
メンバー達が自分たちの行動への責任と自覚、そしてこれから一年
間行う清掃作業への決意をより強くする機会となったのではないで
しょうか。（総務広報委＝岡本一馬）

２月１５日（日）、「美加杉野クリーンアッププロジェクト」の第
2回目の清掃作業が実施されました。清掃場所は、多可町中区のベ
ルディーホール周辺及び周辺道路。そして、ぽっぽの道を曽我井方
面へ清掃しました。
普段よく車で通る道なので、清掃場所がここに決まってから、車か
ら気にして見ていたの ですが、ゴミが見当たらなく、きれいなの
に清掃する必要があるのかな、と思っていました。ところが、拾い
始めると、案外落ちているものです。前回も同じ事を思いましたが
、 やはり、一番多かったのはタバコの吸殻でした。ゴミ袋に入れ
てもかさは高くないのですが、本数でいうとかなりの本数があった
と思います。タバコの吸殻は車からでは目立ちにくく、道のど真ん
中に落ちていることも多かったです。 とにかく車からでは分から
ないところにゴミはあります。道路脇の溝の中や、植樹帯の植樹の
中、田んぼの畦付近など、歩いてみないとわかりません。
今回清掃して一つ気づいたことがありました。ゴミは分かりにくい
ところに落ちている、いや分からないように捨てているのだと。植
樹に空き缶を突っ込んでいたり、深い溝の中に捨てたり、タバコの
吸殻なんかは目立たないから平気でポイ捨てするのだと思います。 
自分もポイ捨てをしたことが今までにあります。やはり後ろめたい
気持ちがあるので、人に見られないように、目に付かないように捨
てていたと思います。
『クリーンキャンペーン』、こんなことはする必要はないのです。
ポイ捨てさえしなければ。 この活動が地域の方々に浸透し、そし
て、いつか清掃活動などしなくても美しい加杉野地域、｢美加杉野｣
になるように、少しでも近づけるようにこれからも活動に参加した
いと思います。（加杉野委＝吉田卓也）

■ゴミ収集量

燃えるゴミ　　70㍑ゴミ袋×３

燃えないゴミ　70㍑ゴミ袋×１

総量　20ｋｇ

■多かったゴミＢＥＳＴ３
　1位　タバコの吸殻
　2位　ガムの包み紙
　3位　空き缶

■意外なゴミ
　・瀬戸物
　・電線のビニール

■ゴミ収集量

燃えるゴミ　　70㍑ゴミ袋×３

燃えないゴミ　70㍑ゴミ袋×１

総量　20ｋｇ今後の清掃スケジュール（予定）

 3月15日（日）　多可町加美区青年の家～中学校周辺
 4月19日（日）　みどり園周辺峠
 5月17日（日）　杉原川（西脇、高瀬スポーツ周辺の堤防）

 6月21日（日）　杉原川（中町南小学校周辺の堤防）

 7月 5日（日）　野間川（八千代中学校周辺）

 8月23日（日）　松か井の水周辺峠
 9月13日（日）　アピカ周辺道路～市原町（例会）
10月25日（日）　産坂峠
11月15日（日）　石原坂峠
12月 6日（日）　へそ公園周辺

＜時間＞　AM7：00～AM8:00　※9月13日はAM9:10～AM11：30

「美加杉野クリーンアッププロジェクト」では、一般の方のご

参加をお待ちしています。お子様からご年配の方まで、楽し

くウォーキングをしながらできるゴミ拾いです。

参加するには軍手を持って集合するだけでOK！

さあ、私たち（社）西脇青年会議所メンバーと加杉野（西脇市

・多可町）を美しくしましょう！

詳しくは美加杉野クリーンアッププロジェクト特設ホームページ↓

http://www.nishiwaki-jc.or.jp/cleanup/cleanup-top.html

１月 ２月

知
恩
院

知
恩
院
は
浄
土
宗
の
総
本
山
。
こ
の

日
も
お
寺
で
は
大
勢
の
お
坊
さ
ん
が

お
経
を
唱
え
て
ま
し
た
。
表
門
の
巨

大
さ
に
西
村
理
事
長
も
大
満
足
。

中
に
入
る
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
並
み
に
高

い
石
階
段
が
・
・
・
こ
れ
が
キ
ツ
イ

ん
だ
な
～
　
し
か
し
階
段
を
上
が
る

と
大
き
な
本
堂
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
よ
。
す
げ
～
　
中
に
は
ち
ょ
っ
と

し
た
土
産
物
屋
が
あ
り
ま
す
。
数
珠

を
買
う
な
ら
こ
こ
が
い
い
で
す
よ
。

伏
見
稲
荷
大
社

全
国
の
稲
荷
神
社
の
総
本
宮
で
す
。

伏
見
稲
荷
と
い
え
ば
千
本
鳥
居
で
す

ね
。
商
売
繁
盛
の
神
様
で
も
あ
る
の

で
、
沢
山
の
企
業
が
鳥
居
を
奉
納
し

て
ま
す
。

西
脇
の
企
業
の
鳥
居
も
あ
り
ま
し
た

。
某
西
脇
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
会
社
の

鳥
居
も
あ
る
と
か
・
・
・

寺
尾
「
何
処
ま
で
あ
ん
の
～
も
う
し

ん
ど
い
わ
～
」

八
坂
神
社

祇
園
で
買
い
物
し
た
つ
い
で
に
歩
い

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
構
歩
い
て

ク
タ
ク
タ
で
っ
せ
。
意
外
と
八
坂
神

社
っ
て
特
に
何
も
無
い
ん
だ
ね
～

清
水
寺

こ
こ
が
毎
年
お
坊
さ
ん
が
漢
字
一
文

字
書
い
て
る
所
か
な
？
　
舞
台
や
音

羽
の
滝
、
三
重
塔
な
ど
見
所
満
載
で

す
。
お
土
産
も
清
水
寺
で
買
う
と
い

い
で
す
よ
。

今
回
、
京
都
の
名
所
を
数
箇
所
巡
っ

て
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
い
ろ
い
ろ
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
京
都
は
日
本
で
一
番

の
観
光
都
市
な
の
で
、
観
光
す
る
こ

と
も
い
い
勉
強
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
総
務
広
報
委
＝
藤
井
篤
史
）

本
年
度
、
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
発
行
さ
せ
て
頂
く

総
務
広
報
委
員
長
の
前
田
で
す
。
今
回
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
皆
様
に
分
か
り
易
く
そ
し
て
、
楽
し
ん
で
読

ん
で
頂
け
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
公
開
し
て
い
な
い
記
事
も
新
た

に
掲
載
し
、
ま
た
デ
ザ
イ
ン
も
皆
様
が
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
新
聞
形
式
と
し
て
み
ま
し
た
が
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

今
号
を
第
１
号
と
し
、
年
間
４
回
発
行
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
ご
愛
読

し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
１
年
間
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＜　今後の例会スケジュール　＞

3月度例会

4月度例会

5月度例会

6月度例会

7月度例会

3/14(土)

4/8(水)

5/13(水)

6/10(水)

7/8(水)

拡大意識向上例会

教育について学ぶ例会

加杉野合同例会

講師例会

ＪＣ探求例会

8月度例会

9月度例会

10月度例会

11月度例会

12月度例会

8/5(水)

9/13(日)

10/2(金)

11/11(水)

12/12(土)

講師例会

加杉野クリーンアップ例会

４ＬＯＭ合同例会

通常総会

加杉野少年少女主張大会例会

事　業　報　告
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二
〇
〇
八
年
十
二
月
六
日
（
土
）
、
西
脇
市
立
音
楽
ホ
ー
ル< 

ア
ピ
カ
ホ
ー
ル >

に
て
「
第
７
回
加
杉
野
少
年
少
女
主

張
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
加
杉
野
地
域
（
西
脇
市
・
多
可
町
）
に
住
む
少
年
少
女
が
、
社
会

や
地
域
、
人
に
感
心
を
持
ち
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
中
で
、
自

ら
の
個
性
を
発
揮
し
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け
る
こ
と
を
願
い
、
（
社
）
西
脇
青
年
会
議
所
が

平
成
十
三
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
も
加
杉
野
地
域
に
あ
る

中
学
校
７
校
か
ら
２
名
ず
つ
、

計
１
４
名
の
生
徒
に
出
場
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
（

弁
論
）
を
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

最
優
秀
賞
…
松
本
玲
美
さ
ん
（

八
千
代
中
学
校
三
年
生
）｢

シ

ャ
ボ
ン
玉｣

優
秀
賞
…
藤
原
朋

代
さ
ん
（
西
脇
南
中
学
校
三
年

生
）
「
世
界
の
人
々
」
優
秀
賞

…
橋
尾
学
く
ん
（
八
千
代
中
学

校
一
年
生
）｢

ぼ
く
の
い
と
こ｣

審
査
員
特
別
賞
…
吉
川
大
悟
朗

く
ん
（
加
美
中
学
校
三
年
生
）

｢

津
軽
三
味
線
が
紡
ぐ
モ
ノ｣

理

事
長
特
別
賞
…
藤
岡
啓
志
郎
く

ん
（
中
町
中
学
校
三
年
生
）｢

農
作
業
を
し
て
思
っ
た
こ
と｣

　
神
戸
新
聞
社
賞
　
足
立
志
保

さ
ん
（
加
美
中
学
校
二
年
生
）

｢

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
酒｣

審
査
が
あ
ま
り
に
も
難
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
審
査
委
員
で
あ

る
神
戸
新
聞
社
北
播
総
局
の
増

田
総
局
長
の
ご
好
意
に
よ
り
、

「
神
戸
新
聞
社
賞
」
が
急
遽
創

設
さ
れ
た
り
、
加
美
中
学
校
の

吉
川
君
の
発
表
内
容
に
あ
っ
た

津
軽
三
味
線
を
ど
う
し
て
も
聴

い
て
み
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
か
ら
、
舞
台
で
数
曲
演
奏
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
一
幕
も
あ

り
ま
し
た
。

審
査
時
間
中
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
西
脇
市
内
の
小
学

生
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
グ
ル
ー

プ
、
リ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
（

代
表
　
熊
原
幹
恵
さ
ん
）
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
澄

ん
だ
音
色
と
一
生
懸
命
に
演
奏

す
る
姿
が
来
場
者
の
心
に
響
き

ま
し
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
多
可
町
教
育
委
員
会
の
小

林
教
育
長
は
、
大
会
最
後
の
講

評
で ｢

ど
の
主
張
も
素
晴
ら
し

く
審
査
が
難
し
か
っ
た
。
ま
ず

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
激
戦

を
勝
ち
抜
い
て
こ
こ
に
出
場
さ

れ
た
こ
と
だ
け
で
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ー

マ
が
広
範
囲
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
体

験
に
学
ん
だ
濃
い
内
容
の
も
の

で
し
た
。
社
会
に
出
た
時
、
一

番
大
切
な
こ
と
は
『
ハ
ー
ト
（

心
）
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る

こ
と
』
だ
と
思
い
ま
す
。
し
っ

か
り
と
自
分
を
も
っ
て
堂
々
た

る
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
今
日
子
ど
も
達
の
主
張

を
聞
い
た
会
場
の
皆
さ
ん
は
、

各
家
庭
や
職
場
で
聞
い
た
こ
と

、
感
じ
た
こ
と
を
周
り
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い｣

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
総
務
広
報
委
＝
岡
本
一
馬
）

一
月
十
四
日
、
西
脇
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
二
〇
〇
九

年
度
（
社
）
西
脇
青
年
会
議
所

一
月
度
例
会
（
新
年
例
会
・
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
総
会
・
合
同
懇
親

会
）
が
現
役
メ
ン
バ
ー
２
１
人

、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
３

４
人
、
仮
入
会
員
２
名
、
計
５

７
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度
吉
田
理
事
長
の

開
会
の
ゴ
ン
グ
や
挨
拶
に
始
ま

り
、
朝
井
二
〇
〇
八
年
度
総
務

広
報
委
員
長
の
司
会
進
行
の
も

と
、
通
常
セ
レ
モ
ニ
ー
も
順
調

に
進
み
、
い
よ
い
よ
吉
田
二
〇

〇
八
年
度
理
事
長
か
ら
二
〇
〇

九
年
度
西
村
理
事
長
へ
バ
ッ
チ

の
交
換
、
満
を
持
し
て
の
（
社

）
西
脇
青
年
会
議
所
二
〇
〇
九

年
度
西
村
丸
の
船
出
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、
前
田
二
〇
〇
九
年

度
新
総
務
広
報
委
員
長
に
司
会

進
行
も
引
き
継
が
れ
、
西
村
理

事
長
の
初
挨
拶
で
は
二
〇
〇
九

年
度
新
理
事
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
年
度
に

か
け
る
想
い
や
意
気
込
み
を
会

場
全
員
に
自
ら
の
言
葉
で
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇

〇
八
年
度
卒
業
さ
れ
た
先
輩
方

や
二
〇
〇
八
年
度
理
事
メ
ン
バ

ー
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
等
も
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
総
会
終
了
後
の

合
同
懇
親
会
は
、
生
田
悟
先
輩

の
乾
杯
で
始
め
ら
れ
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
二
〇
〇
八

年
度
西
脇
青
年
会
議
所
の
活
動

の
紹
介
も
あ
り
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
西
脇
青
年
会
議

所
へ
の
想
い
や
新
年
度
の
抱
負

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
で
盛
り
上

が
り
、
２
名
の
仮
入
会
員
の
紹

介
も
あ
る
な
ど
、
有
意
義
か
つ

有
益
な
懇
親
の
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
の
高
木
俊
博
先
輩
の
締
め

の
挨
拶
の
後
、
現
役
メ
ン
バ
ー

と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
全

員
で
肩
を
組
み
、
一
つ
の
輪
に

な
り
会
場
が
一
体
と
な
る
中
「

若
い
我
ら
」
を
熱
唱
し
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
会
場
を

移
動
し
て
の
二
次
会
に
も
多
数

の
参
加
も
あ
る
な
ど
、
新
春
を

迎
え
二
〇
〇
九
年
度
（
社
）
西

脇
青
年
会
議
所
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い

１
月
度
例
会
に
相
成
り
ま
し
た

。（
総
務
広
報
委
＝
北
藤
良
介
）

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
八
千
代
中

学
校
三
年
の
松
本
玲
美
さ
ん

バ
ッ
ヂ
の
交
換
の
あ
と
、
堅
い
握

手
を
交
わ
す
新
旧
理
事
長

「
２
３
」
―
―
―

こ
れ
が
何
を
表
す
数
字
か
お
判

り
に
な
る
読
者
は
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
数
字
の
単
位
は
「
人
」
。

現
在
現
役
会
員
と
し
て
、
現
在

社
団
法
人
西
脇
青
年
会
議
所
に

所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
の
人
数
で

す
。
（
一
月
一
日
、
二
〇
〇
九

年
度
ス
タ
ー
ト
時
）

近
年
続
い
て
い
た
メ
ン
バ
ー
数

の
減
少
は
、
昨
今
さ
ら
に
拍
車

が
か
か
り
、
つ
い
に
現
役
会
員

数
２
３
名
と
い
う
過
去
最
悪
の

危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す

。
こ
う
し
た
流
れ
は
全
国
的
な

も
の
で
も
あ
り
、
多
く
の
Ｌ
Ｏ

Ｍ
が
近
隣
Ｌ
Ｏ
Ｍ
と
の
合
併
や

解
散
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
状

況
で
あ
る
と
聞
き
及
び
ま
す
。

少
々
荒
っ
ぽ
い
仮
定
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
入
会
者
が

全
く
獲
得
で
き
な
い
と
仮
定
し

て
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み

る
と
、
卒
業
に
よ
る
メ
ン
バ
ー

数
の
自
然
現
象
に
よ
り
二
〇
一

〇
年
度
に
は
２
０
人
、
二
〇
一

一
年
度
に
は
１
８
人
、
二
〇
一

二
年
度
に
は
１
３
人
と
、
わ
ず

か
３
年
後
に
は
現
在
の
約
半
数

に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
計
算
。
こ
れ
で
は
「

明
る
い
豊
か
な
社
会
」
の
実
現

へ
向
け
て
の
活
動
も
あ
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
脇
Ｊ
Ｃ
に
お
い
て
も
こ
れ
ま

で
メ
ン
バ
ー
一
同
必
死
に
会
員

拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
思
う
よ
う
に
成
果
が
上
が

ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
断
ち
切
る
べ

く
、
日
本
青
年
会
議
所
で
は
本

年
度
「
全
国
３
０
％
拡
大
！
４

５
，
０
０
０
人
必
達
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
題
し
、
全
国
的
な
会

員
拡
大
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
や
は
り
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と

し
た
危
機
感
と
目
標
意
識
を
持

っ
て
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
の

積
み
重
ね
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

西
脇
Ｊ
Ｃ
の
消
滅
の
危
機
に
際

し
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

の
諸
兄
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ

の
数
字
を
頭
に
と
ど
め
て
頂
き

、
ご
子
息
や
知
人
へ
入
会
を
勧

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
わ
！

僕
の
名
前
は
か
す
ぎ
の
ん
。

昨
年
西
脇
Ｊ
Ｃ
か
ら
誕
生
し
た

ば
か
り
の
加
杉
野
地
域
の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
さ
♪

「
黒
田
庄
牛
」
の
カ
ラ
ダ
と

「
日
本
の
へ
そ
」
を
あ
ら
わ
す
で
べ
そ
。

「
播
州
織
」
の
チ
ェ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
を  

　
羽
織
っ
て
手
に
は
「
山
田
錦
」
！

　
ど
う
で
す
？

　
完
ぺ
き
な
ス
タ
イ
ル
で
し
ょ
？

地
域
の
人
気
者
に
な
り
た
い
な
と
思

っ
て
は
い
る
ん
だ
け
ど
、
正
直
ま
だ

ま
ち
の
ひ
と
た
ち
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
ん
だ
よ
ね
・
・
・
　

そ
こ
で
、
い
ま
大
人
気
の
あ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
あ
や
か
っ
て

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
！

そ
れ
牛
じ
ゃ
ね
ー
し
。

かすぎのんが行く！
～ああ自己矛盾の巻～

そ
の
後
も
セ
レ
モ
ニ
ー
は
順
調

に
進
行
し
、
岡
本
政
和
委
員
長

よ
り
一
名
の
仮
入
会
者
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年

度
初
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム
で
は
、
内
橋

会
員
指
導
力
開
発
副
委
員
長
に

司
会
進
行
が
代
わ
り
、
昨
年
と

は
大
き
く
違
う
指
名
方
法
に
会

場
中
が
一
瞬
ど
よ
め
き
ま
し
た

が
、
西
村
理
事
長
の
抽
選
に
て

、
二
〇
〇
九
年
度
初
Ｌ
Ｄ
タ
イ

ム
の
発
表
者
第
一
号
と
し
て
、

吉
田
加
杉
野
副
委
員
長
が
指
名

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
凛
と
張

り
詰
め
た
空
気
の
中
、
非
常
に

落
ち
着
い
た
面
持
ち
で
い
き
な

り
の
指
名
に
も
動
じ
ず
、
見
事

に
「
Ｊ
Ｃ
に
入
会
し
て
学
ん
だ

事
・
良
か
っ
た
事
」
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

、
続
い
て
指
名
さ
れ
た
藤
井
事

務
局
長
は
、
さ
す
が
に
こ
こ
数

年
の
理
事
職
を
歴
任
し
て
こ
ら

れ
た
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
さ

れ
る
見
事
な
ス
ピ
ー
チ
を
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム

の
講
評
と
し
て
、
各
メ
ン
バ
ー

が
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
講
評
を

記
入
す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
今

後
の
Ｌ
Ｄ
タ
イ
ム
や
発
表
者
へ

参
考
と
な
る
形
式
が
と
ら
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
通
常
総
会
に
移
行
し
、

西
村
理
事
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
吉
田
二
〇
〇
八
年
度
理
事

長
か
ら
第
一
号
議
案
で
あ
る
二

〇
〇
八
年
度
（
社
）
西
脇
青
年

会
議
所
事
業
報
告
が
な
さ
れ
、

改
め
て
二
〇
〇
八
年
度
の
活
動

に
対
す
る
メ
ン
バ
ー
へ
の
労
わ

り
や
感
謝
の
念
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
小
林
二
〇
〇

八
年
度
専
務
理
事
や
他
の
理
事

メ
ン
バ
ー
か
ら
よ
り
具
体
的
な

事
業
報
告
や
感
想
、
ま
た
収
支

決
算
書
や
監
査
報
告
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
非

常
に
充
実
し
た
収
穫
の
大
き
な

一
年
で
あ
っ
た
事
を
物
語
る
事

業
報
告
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
基
金
取
り
崩
し

の
件
で
あ
る
第
二
号
議
案
も
予

定
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
す

る
活
発
な
質
疑
応
答
の
末
、
第

一
号
議
案
と
同
様
に
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
村
上
監

事
よ
り
講
評
が
あ
り
、
二
〇
〇

九
年
度
二
月
度
例
会
（
通
常
総

会
）
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
西
村
丸
が
本
格
的
に

動
き
出
し
ま
す
。

（
総
務
広
報
委
＝
北
藤
良
介
）

突
然
の
指
名
に
も
動
じ
る
こ
と
な

く
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
吉
田
卓
也
君

（
右
）
と
藤
井
英
理
君
（
左
）

二
月
十
二
日
西
脇
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
二
階
に
お
い
て
、
二
〇

〇
九
年
度
（
社
）
西
脇
青
年
会

議
所
二
月
度
例
会
（
通
常
総
会

）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
田
総
務
広
報
委
員
長
に
よ
る

西
脇
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行

わ
れ
る
例
会
初
司
会
の
中
、
開

会
の
ゴ
ン
グ
に
続
き
、
西
脇
青

少
年
育
成
委
員
長
に
よ
る
Ｊ
Ｃ

Ｉ
ク
リ
ー
ド
唱
和
、
岡
本
会
員

指
導
力
開
発
委
員
長
に
よ
る
Ｊ

Ｃ
宣
言
朗
読
並
び
に
綱
領
唱
和

。
そ
し
て
西
村
理
事
長
か
ら
本

年
度
二
回
目
と
な
る
理
事
長
挨

拶
が
あ
り
、
改
め
て
メ
ン
バ
ー

へ
今
年
度
に
か
け
る
熱
い
思
い

や
方
向
性
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

吉田光一郎直前理事長をはじめとする2008年度理
事メンバーから、事業報告と1年間を終えての感想
が語られました。1年間本当にお疲れ様でした。
（写真：事業報告を行う吉田直前理事長）

京

都

物

見

遊

山

一
月
二
十
三
日
、
吉
田
卓
也
君
に
待
望

　
の
第
２
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
吉
田
航
（
よ
し
だ
こ
う
）
君

　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
誕
生

　
　
　
　
　
　
出
生
時
の
身
長

　
　
　
　
　
　 

４
７
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
出
生
時
の
体
重

　
　
　
　
　
　
　 

２
８
５
４
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　 
今
年
度
は
廣
中
幸
司

　
　
　
　
　
　
　 
委
員
長
率
い
る
加
杉

　
　
　
　
　
　
　 

野
委
員
会
に
所
属
し  

　
　
　
　
　
　
　 

副
委
員
長
と
し
て
忙    

　
　
　
　
　
　
　
し
い
日
々
を
送
る
吉

　
　
　
　
　
　 

田
君
。

　
　
　
　
　
　
か
わ
い
い
息
子
さ
ん
の

　
　
　
　
　
顔
を
見
た
く
て
仕
方
な
い

　
　
　
　
の
に
、
帰
り
が
遅
く
な
る
日

　
　
　
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
喜
び
パ
ワ
ー
で
さ
ら
に
廣
中
委

員
長
を
盛
り
立
て
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
会
議
に
行
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
と
Ｌ
Ｏ
Ｍ
ナ
イ
ト
だ
け
っ
て

も
っ
た
い
な
い
！
せ
っ
か
く
京
都
に
来
て
る
ん
だ
か
ら
セ
ミ

ナ
ー
の
後
は
京
都
観
光
で
し
ょ
ー
！
　
っ
て
こ
と
で
、
今
回

は
京
都
の
名
所
を
ち
ょ
っ
と
観
光
し
て
き
ま
し
た
～

銀
閣
寺

最
初
に
行
っ
た
の
が
銀
閣
寺
。
京
都

国
際
会
館
か
ら
も
近
い
の
で
す
が
修

復
工
事
中
な
の
が
残
念
で
し
た(

悲)

砂
で
模
様
が
付
け
て
あ
る
庭
園
が
あ

っ
た
り
苔
が
綺
麗
な
庭
園
が
あ
り
ま

す
。
ホ
ン
ト
の
名
前
は
慈
照
寺
っ
て

言
う
ん
で
す
よ
～
。

平
安
神
宮
前

應
天
門
で
写
真
を
撮
っ
た
だ
け
～
　

次
行
く
時
は
中
に
入
り
た
い
な
～

美加杉野クリーンアッププロジェクト

■実施日時
　2009年1月18日（日）
　AM7：00　～　AM8：00

■清掃場所
　西脇市総合市民センタ
　ー～西脇市役所周辺

■参加人数
　１８名　

■多かったゴミＢＥＳＴ３
　1位　タバコの吸殻
　2位　空き缶
　3位　ビニール

■意外なゴミ
　・長靴
　・ジャージ
　・サラダ油の空ボトル

■実施日時
　2009年2月15日（日）
　AM7：00　～　AM8：00

■清掃場所
　ベルディーホール周辺
　道路（多可町中区）

■参加人数
　１９名　

１月１８日（日）、私たちの住む加杉野地域（西脇市・多可町）を
自分たちの手で美しくしようという想いで計画された通年事業、「
美加杉野クリーンアッププロジェクト」の第１回目の清掃作業が実
施されました。
清掃場所は西脇市総合市民センターから西脇市役所庁舎の近辺。ゴ
ミを拾いながら、例年「へその西脇織物まつり」の舞台となり、昨
年の「加杉野ホビーフェスティバル」、一昨年の「加杉野親子ふれ
あい王国」でもお世話になった西脇市総合市民センターや、西脇市
役所庁舎、西脇警察署などの周辺をウォーキング。普段は車で移動
することが多く、ゆっくりと眺める機会のない加杉野の風景にあら
ためて気付くことができたように思います。
朝早いこともあり眠い目をこすりながら集まったメンバー達でした
が、清掃作業をはじめてみると想像していたより多くのゴミがある
ことにビックリ。ゴミを集めるのに夢中になっていたようでした。
集まったゴミの中でも、特に多かったのがタバコの吸殻と空き缶で
した。普段子供たちの通学路になっている道に、こうした大人の出
すゴミが多く捨てられていることは本当に残念なことです。
第１回目の「美加杉野クリーンアッププロジェクト」は、参加した
メンバー達が自分たちの行動への責任と自覚、そしてこれから一年
間行う清掃作業への決意をより強くする機会となったのではないで
しょうか。（総務広報委＝岡本一馬）

２月１５日（日）、「美加杉野クリーンアッププロジェクト」の第
2回目の清掃作業が実施されました。清掃場所は、多可町中区のベ
ルディーホール周辺及び周辺道路。そして、ぽっぽの道を曽我井方
面へ清掃しました。
普段よく車で通る道なので、清掃場所がここに決まってから、車か
ら気にして見ていたの ですが、ゴミが見当たらなく、きれいなの
に清掃する必要があるのかな、と思っていました。ところが、拾い
始めると、案外落ちているものです。前回も同じ事を思いましたが
、 やはり、一番多かったのはタバコの吸殻でした。ゴミ袋に入れ
てもかさは高くないのですが、本数でいうとかなりの本数があった
と思います。タバコの吸殻は車からでは目立ちにくく、道のど真ん
中に落ちていることも多かったです。 とにかく車からでは分から
ないところにゴミはあります。道路脇の溝の中や、植樹帯の植樹の
中、田んぼの畦付近など、歩いてみないとわかりません。
今回清掃して一つ気づいたことがありました。ゴミは分かりにくい
ところに落ちている、いや分からないように捨てているのだと。植
樹に空き缶を突っ込んでいたり、深い溝の中に捨てたり、タバコの
吸殻なんかは目立たないから平気でポイ捨てするのだと思います。 
自分もポイ捨てをしたことが今までにあります。やはり後ろめたい
気持ちがあるので、人に見られないように、目に付かないように捨
てていたと思います。
『クリーンキャンペーン』、こんなことはする必要はないのです。
ポイ捨てさえしなければ。 この活動が地域の方々に浸透し、そし
て、いつか清掃活動などしなくても美しい加杉野地域、｢美加杉野｣
になるように、少しでも近づけるようにこれからも活動に参加した
いと思います。（加杉野委＝吉田卓也）

■ゴミ収集量

燃えるゴミ　　70㍑ゴミ袋×３

燃えないゴミ　70㍑ゴミ袋×１

総量　20ｋｇ

■多かったゴミＢＥＳＴ３
　1位　タバコの吸殻
　2位　ガムの包み紙
　3位　空き缶

■意外なゴミ
　・瀬戸物
　・電線のビニール

■ゴミ収集量

燃えるゴミ　　70㍑ゴミ袋×３

燃えないゴミ　70㍑ゴミ袋×１

総量　20ｋｇ今後の清掃スケジュール（予定）

 3月15日（日）　多可町加美区青年の家～中学校周辺
 4月19日（日）　みどり園周辺峠
 5月17日（日）　杉原川（西脇、高瀬スポーツ周辺の堤防）

 6月21日（日）　杉原川（中町南小学校周辺の堤防）

 7月 5日（日）　野間川（八千代中学校周辺）

 8月23日（日）　松か井の水周辺峠
 9月13日（日）　アピカ周辺道路～市原町（例会）
10月25日（日）　産坂峠
11月15日（日）　石原坂峠
12月 6日（日）　へそ公園周辺

＜時間＞　AM7：00～AM8:00　※9月13日はAM9:10～AM11：30

「美加杉野クリーンアッププロジェクト」では、一般の方のご

参加をお待ちしています。お子様からご年配の方まで、楽し

くウォーキングをしながらできるゴミ拾いです。

参加するには軍手を持って集合するだけでOK！

さあ、私たち（社）西脇青年会議所メンバーと加杉野（西脇市

・多可町）を美しくしましょう！

詳しくは美加杉野クリーンアッププロジェクト特設ホームページ↓

http://www.nishiwaki-jc.or.jp/cleanup/cleanup-top.html

１月 ２月

知
恩
院

知
恩
院
は
浄
土
宗
の
総
本
山
。
こ
の

日
も
お
寺
で
は
大
勢
の
お
坊
さ
ん
が

お
経
を
唱
え
て
ま
し
た
。
表
門
の
巨

大
さ
に
西
村
理
事
長
も
大
満
足
。

中
に
入
る
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
並
み
に
高

い
石
階
段
が
・
・
・
こ
れ
が
キ
ツ
イ

ん
だ
な
～
　
し
か
し
階
段
を
上
が
る

と
大
き
な
本
堂
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
よ
。
す
げ
～
　
中
に
は
ち
ょ
っ
と

し
た
土
産
物
屋
が
あ
り
ま
す
。
数
珠

を
買
う
な
ら
こ
こ
が
い
い
で
す
よ
。

伏
見
稲
荷
大
社

全
国
の
稲
荷
神
社
の
総
本
宮
で
す
。

伏
見
稲
荷
と
い
え
ば
千
本
鳥
居
で
す

ね
。
商
売
繁
盛
の
神
様
で
も
あ
る
の

で
、
沢
山
の
企
業
が
鳥
居
を
奉
納
し

て
ま
す
。

西
脇
の
企
業
の
鳥
居
も
あ
り
ま
し
た

。
某
西
脇
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
会
社
の

鳥
居
も
あ
る
と
か
・
・
・

寺
尾
「
何
処
ま
で
あ
ん
の
～
も
う
し

ん
ど
い
わ
～
」

八
坂
神
社

祇
園
で
買
い
物
し
た
つ
い
で
に
歩
い

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
構
歩
い
て

ク
タ
ク
タ
で
っ
せ
。
意
外
と
八
坂
神

社
っ
て
特
に
何
も
無
い
ん
だ
ね
～

清
水
寺

こ
こ
が
毎
年
お
坊
さ
ん
が
漢
字
一
文

字
書
い
て
る
所
か
な
？
　
舞
台
や
音

羽
の
滝
、
三
重
塔
な
ど
見
所
満
載
で

す
。
お
土
産
も
清
水
寺
で
買
う
と
い

い
で
す
よ
。

今
回
、
京
都
の
名
所
を
数
箇
所
巡
っ

て
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
い
ろ
い
ろ
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
京
都
は
日
本
で
一
番

の
観
光
都
市
な
の
で
、
観
光
す
る
こ

と
も
い
い
勉
強
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
総
務
広
報
委
＝
藤
井
篤
史
）

本
年
度
、
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
発
行
さ
せ
て
頂
く

総
務
広
報
委
員
長
の
前
田
で
す
。
今
回
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
皆
様
に
分
か
り
易
く
そ
し
て
、
楽
し
ん
で
読

ん
で
頂
け
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
公
開
し
て
い
な
い
記
事
も
新
た

に
掲
載
し
、
ま
た
デ
ザ
イ
ン
も
皆
様
が
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
新
聞
形
式
と
し
て
み
ま
し
た
が
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

今
号
を
第
１
号
と
し
、
年
間
４
回
発
行
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
ご
愛
読

し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
１
年
間
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＜　今後の例会スケジュール　＞

3月度例会

4月度例会

5月度例会

6月度例会

7月度例会

3/14(土)

4/8(水)

5/13(水)

6/10(水)

7/8(水)

拡大意識向上例会

教育について学ぶ例会

加杉野合同例会

講師例会

ＪＣ探求例会

8月度例会

9月度例会

10月度例会

11月度例会

12月度例会

8/5(水)

9/13(日)

10/2(金)

11/11(水)

12/12(土)

講師例会

加杉野クリーンアップ例会

４ＬＯＭ合同例会

通常総会

加杉野少年少女主張大会例会

事　業　報　告
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